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平
成
16
年
4
月
、
阿
賀
野
市
誕
生
と
同
時

に
市
営
バ
ス
は
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

運
行
開
始
後
し
ば
ら
く
の
間
は
利
用
者

数
を
順
調
に
伸
ば
し
、
平
成
21
年
度
に
は

13
万
2
千
人
を
記
録
。
し
か
し
、
平
成
22
年

度
か
ら
は
減
少
が
続
き
、
平
成
29
年
度
は

10
万
2
千
人
、
平
成
16
年
度
に
次
い
で
過
去

2
番
目
に
少
な
い
利
用
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
数
に
比
例
し
て
、
運
賃
収
入
も
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
運
行
に
必

要
な
経
費
は
年
々
増
加
。
運
行
開
始
か
ら
15

年
が
経
過
し
、
車
両
の
入
れ
替
え
や
高
額
な

修
繕
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
す
。

～「あるもの」から「残すもの」へ～～「あるもの」から「残すもの」へ～

特 

集
数字で見る公共交通数字で見る公共交通

利用者の
減少

路線の
赤字化

減便利便性の
低下

廃止！？

●●前

悪循環

いずれは…いずれは…

10000

10000500500
100100

悪循環悪循環

運賃値上げ

100100100100

　

平
成
29
年
度
の
運
行
経
費
は
９
１
０
０
万

円
。
そ
の
う
ち
運
賃
収
入
は
わ
ず
か
７
０
０
万

円
で
収
支
率
（
運
行
経
費
に
対
す
る
収
入
の
割

合
）
は
7
・
6
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
残
り
は
、

国
と
県
か
ら
約
１
９
０
０
万
円
の
補
助
を
受

け
、
市
が
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
営
バ
ス
に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
路
線
バ

ス
の
運
営
状
況
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
が
平
成
29
年
11
月
に
発
表
し
た

「
乗
合
バ
ス
事
業
者
の
収
支
状
況
」
に
よ
る
と
、

運
賃
収
入
だ
け
で
運
行
経
費
を
賄
っ
て
い
る

路
線
バ
ス
事
業
者
は
36
％
。
つ
ま
り
、
6
割

以
上
の
事
業
者
は
赤
字
な
の
で
す
。
人
口
が

少
な
い
地
方
都
市
で
は
状
況
が
よ
り
深
刻
で
、

実
に
8
割
以
上
の
事
業
者
が
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
、
民

間
事
業
者
や
他
の
自
治
体
で
は
、
減
便
や
運

賃
の
値
上
げ
、
路
線
の
廃
止
な
ど
が
相
次
い

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
こ
れ
で
は
根
本
的
な
解
決
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
上
の
図
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
利
便
性
が
低
下
す
れ
ば
利
用
者
は
離
れ
、

路
線
の
赤
字
が
膨
ら
む
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

こ
の
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
一

人
で
も
多
く
の
人
か
ら
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

0

2000

4000

6000

8000

10000

Ｈ29Ｈ19

運行経費

運賃収入

5,700万円
8,400万円

（万円）

120

150

Ｈ29Ｈ21Ｈ16

100

（千人）

市営バスの乗車人数の推移 市営バスの運行経費と運賃収入の推移

95千人

132千人

102千人

市営バスの収支率（平成 29 年度）

市負担金8,400万円

運賃収入 700万円（収支率 7.6 ％）

※国・県からの補助金を含みます。

▼
減
る
利
用
者
、
増
え
る
赤
字

　皆さんはいつ公共交通を利用しましたか。

　「学生時代はよく利用したけれど、最近は利

用していない」という人は多いと思います。

　家族も含めて公共交通を利用していない人

にとって、今それがなくなっても大きな影響

はないでしょう。ただ、運転免許証を返納し

た後や、子どもが進学して学校に通うように

なったときは、どうでしょうか。

　学生や高齢者、障がいのある人など、自分

で運転できない人にとって、公共交通は通学

や通院、買い物などに不可欠なものです。

　しかし、利用者が年々減少し、維持するこ

とが困難な状況になりつつあります。

　今回の特集では、公共交通に関する現状と

市の取り組みについて紹介し、公共交通を残

していくために必要なことを考えます。

▼
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は

【路線バスの悪循環イメージ】
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し
た
。

　

一
方
、
経
費
削
減
の
効
果
は
期
待

通
り
と
な
り
ま
し
た
。
運
賃
収
入

は
1
日
当
た
り
約
８
０
０
円
減
少
し

ま
し
た
が
、
運
行
便
数
は
3
・
3
便

減
少
、
走
行
距
離
は
54
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
短
縮
、
所
要
時
間
は
約
3
時

間
短
縮
し
た
た
め
、
運
行
経
費
が
約

５
５
０
０
円
減
少
。
1
日
当
た
り
約

４
７
０
０
円
の
収
支
改
善
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
1
年
間
で
は
１
１
３
万

円
程
度
の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　　

こ
の
方
法
を
続
け
る
こ
と
で
一
時

的
に
収
支
は
改
善
し
ま
す
が
、
利
用

者
の
減
少
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
6
月
1
日
か
ら
実
証
運

行
の
内
容
を
次
の
と
お
り
見
直
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
通
院
や
日
帰
り
温
泉

な
ど
、
あ
る
程
度
の
利
用
が
見
込
め

る
便
は
定
時
定
路
線
型
に
戻
し
ま
し

た
。
反
対
に
利
用
者
が
少
な
い
便
は

引
き
続
き
予
約
制
、
期
間
限
定
運
行

ま
た
は
廃
止
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

前
山
線
を
追
加
し
、
駒
林
線
と
併
せ
、

京
ヶ
瀬
エ
リ
ア
で
一
体
的
に
実
証
運

行
を
進
め
て
い
ま
す
。

特集　数字で見る公共交通特集　数字で見る公共交通

▼
進
化
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

利用しやすい
デマンド交通に

　効率的で便利な公共交通を目指し、平成 29

年 12 月から実証運行を開始したデマンド交通

（予約制のバス）。ただ、デマンド交通に対する

利用者の反応は、よくありませんでした。

　なぜでしょうか？　今後の改善策は？

◎定時定路線型◎定時定路線型
　決められた時間に、決められた経路を運行

予約…必要、便数…多い、到着…早い予約…不要、便数…少ない、到着…遅い

◎デマンド型◎デマンド型
　予約のあった停留所間を最短経路で運行

　マイ時刻表とは、利用する区間のバス時刻

だけが書いてある自分専用の時刻表です。時

刻表が複雑で使い方が分からない人、乗り継

ぎ方法を知りたい人、利用する区間や時間帯

が決まっている人は、ぜひご利用ください。

誰でも無料で作成します。

◎申込方法

　「住所、氏名、電話番号、出発地、目的地、

利用時間帯」を次のいずれかの方法で総務課

庶務係へ連絡してください。1週間程度で自

宅に郵送します。

　電話：61-2471

　ＦＡＸ：62-0281

　電子メール：somu@city.agano.niigata.jp

出発地 大野地 目的地 阿賀野市役所

寺社線

大野地

08：43発

10：57発

15：37発

阿賀野市役所

08：57着

11：11着

15：51着

行 き

大野地

09：28着

11：38着

13：38着

寺社線

阿賀野市役所

09：15発

11：25発

13：25発

帰 り

マイ時刻表のサンプル

▼
予
約
に
対
す
る
抵
抗
感

　　

平
成
29
年
12
月
か
ら
大
室
線
と
駒

林
線
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
一
般
的
な

路
線
バ
ス
は
、
決
め
ら
れ
た
時
間

に
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
運
行
す

る
「
定
時
定
路
線
型
」
で
す
。
一
方
、

実
証
運
行
で
は
、
予
約
の
あ
っ
た
停

留
所
だ
け
に
停
車
す
る
「
デ
マ
ン
ド

型
」
を
ほ
ぼ
全
て
の
便
で
採
用
し
ま

し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
予
約
の
あ
っ

た
停
留
所
間
を
最
短
経
路
で
運
行
す

る
た
め
、
走
行
距
離
や
所
要
時
間
が

短
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
予
約
の

な
い
便
は
運
行
し
な
い
た
め
、
運
行

便
数
が
減
り
、
経
費
削
減
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
利
用
者
か
ら
す
る
と
、
目

的
地
に
早
く
到
着
で
き
る
も
の
の
、

予
約
す
る
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と

か
ら
、
両
路
線
と
も
2
便
ず
つ
増
や

す
と
と
も
に
、
サ
ム
ズ
ウ
オ
ロ
ク
水

原
店
前
に
停
留
所
を
新
設
し
、
利
便

性
を
高
め
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
か
ら
約
3
か
月
後
の
2
月
下

旬
、
対
象
路
線
の
バ
ス
利
用
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
併
せ
て

12
月
〜
2
月
の
利
用
者
数
や
運
行
便

数
、
走
行
距
離
な
ど
の
分
析
を
行
い

ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
7
割

以
上
の
人
が
「
定
時
定
路
線
型
が
よ

い
」
と
答
え
、「
デ
マ
ン
ド
型
が
よ

い
」
と
し
た
人
は
1
割
未
満
で
し
た

（
残
り
の
2
割
弱
は
「
ど
ち
ら
で
も

よ
い
」
と
回
答
）。「
定
時
定
路
線
型

が
よ
い
」
と
答
え
た
理
由
は
、
ほ
ぼ

全
員
が
「
予
約
な
く
好
き
な
と
き
に

乗
れ
る
か
ら
」。
利
用
日
当
日
の
予

約
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
予
約

に
対
す
る
抵
抗
感
は
想
定
以
上
に
大

き
い
も
の
で
し
た
。
前
年
度
同
月
と

の
比
較
で
は
、
利
用
者
数
が
2
路
線

合
計
で
1
日
当
た
り
9
人
減
少
し
ま

10月1日～マイ時刻表
作成サービスを開始します！

1
そ
の

2
そ
の

3
そ
の

○中学生以上　：

○小学生　　　：

○小学校就学前：乗 車 1 回

ワンコインワンコイン！！

運賃は運賃は

市営バスの基礎知識

市営バスを初めて利用する人へ

バス停留所はバス停留所は

330 箇所箇所
市内のほぼ全域を網羅していま

す。バス停留所の新設や変更の

希望があればご相談ください。

100 円

50 円

無料

※身体障害者手帳、精神障害者

保健福祉手帳、新潟水俣病の受

診証を持っている人は、乗車時

に提示すれば無料です。

時刻表の配布場所時刻表の配布場所
市役所・各支所、あがの市民病

院、宝珠温泉保養センターあか

まつ荘、リズム・ハウス瓢湖、

保健福祉センター京和荘、市立

図書館

※市ホームページにも掲載

約約

4
そ
の

お盆と年末年始はお盆と年末年始は お盆（8月 13 日～ 16 日）と年末年始（12 月 29 日～

1月 3日）は、全ての市営バスが運休になります。

一部の便を除き、ほとんどの便は平日のみの運行です。

【運賃】【運賃】

デマンド交通導入の効果（1日当たり）

利用者数は？ 9人  減少

運賃収入は？ 約 800 円  減少

運行便数は？ 3.3 便  減少

走行距離は？ 54km  短縮

所要時間は？ 約 3時間  短縮

運行経費は？ 約 5,500 円  減少
総務課 小菅主事総務課 小菅主事

運休します運休します
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

公
表
し
た
阿
賀
野
市
の
将
来
推
計
人
口
は
、

２
０
４
０
年
に
は
3
万
７
７
２
人
と
な
り
、
今

よ
り
も
1
万
人
以
上
減
少
し
ま
す
。
一
方
で
、

免
許
返
納
者
が
多
い
75
歳
以
上
の
人
口
は
、

１
５
０
０
人
近
く
増
加
し
、
公
共
交
通
の
重

要
性
は
増
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
自
分
が
公
共
交
通
を
利
用
し
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
今
の
公
共
交
通
を
持
続
可
能
な
も
の

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

で
き
る
第
一
歩
は
、
公
共
交
通
の
現
状
と
課

題
を
認
識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
1
回
で
も
多

く
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
や
デ
マ
ン
ド

交
通
実
証
運
行
の
検
証
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
検
討
し
な
が
ら
、
市
営
バ
ス
が

よ
り
魅
力
的
で
、
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

と
な
る
よ
う
運
行
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
公
共
交
通
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
普
段
は
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る

時
間
が
、
好
き
な
本
を
読
む
時
間
、
景
色
を

楽
し
む
時
間
、
ゆ
っ
く
り
と
物
事
を
考
え
る

時
間
に
な
り
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
て
公
共
交
通
を
残
し
て
い
く

た
め
、
一
緒
に
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

庶
務
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
４
４
）

▼
75
歳
以
上
は
免
許
更
新
が
困
難

免許返納という選択
　「免許証を返納したら、どこにも行けなくな

る」と考えている高齢者は多いと思います。し

かし、運転に不安を感じたら免許返納の時期か

もしれません。

車の維持費を計算したことはありますか？

　

県
内
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
が

第
一
当
事
者
（
当
事
者
の
中
で
最
も
過

失
が
重
い
人
）
で
あ
る
事
故
の
割
合
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
高

齢
者
の
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

運
転
免
許
証
の
更
新
の
と
き
や
、
信
号

無
視
・
通
行
禁
止
道
路
の
通
行
な
ど
認

知
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
違
反
行
為

を
し
た
と
き
は
、
認
知
症
機
能
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
ま
す
。

こ
の
検
査
で
「
認
知
症
の
恐
れ
が
あ
る
」

と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
医
師
の
診
断
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
診
断
の
結
果
、

認
知
症
と
判
明
し
た
場
合
は
、
運
転
免

許
取
り
消
し
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
の
運
転
に
不
安
を
感
じ

た
ら
、
新
潟
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
「
運
転
適
性
相
談
窓
口
」（
☎

０
２
５
‐
２
５
６
‐
１
２
１
２
）
に
相

談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

高齢者の運転免許証の自主返納を支援します！

市外へ行くにも
公共交通を使おう

　市外への移動は、鉄道や民間路線バス

が担っています。特に水原駅周辺は、新

潟市へ向かうための駅とバス停留所が近

くにあり、無料のパークアンドライド駐

車場も整備されています。

0

5

10

15

20

25

Ｈ29Ｈ28Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18

高齢者が第一当事者である

事故割合の推移

　市では、高齢者の交通事故防止のため、自主的に

運転免許証を返納する人を支援しています。

　平成 29年度は、120 人がこの制度を利用しました。

◎支援内容

　■市営バス

　　バス運賃が無料（2年間）

　■市内のタクシー

　　タクシー利用券を 5千円分（2年間有効）

　　タクシー運賃が 1割引き（無期限）

(%)

13.813.8%%

23.523.5%%
増加傾向

費 目 月 額 算出方法

車両購入費 13,889 円 150 万円÷ 108 か月

軽自動車税 900 円 10,800 円÷ 12か月

車検費用 2,778 円 10 万円× 3回÷ 108 か月

任意保険料 5,000 円 6万円÷ 12か月

ガソリン代 1,000 円 1,000 円／月

消耗品（タイヤ・
オイルなど）

1,852 円 20 万円÷ 108 か月

駐車場代 0円自宅に駐車

合 計 25,419 円

150 万円の軽自動車（新車）を 9年間使用する場合

※この計算はあくまで一例です。

費 目 月 額 算出方法

市営バス運賃 1,000 円 100 円× 10回

タクシー運賃 15,000 円 1,500 円× 10回

合 計 16,000 円 約 10,000 円 もお得！

市営バスとタクシーを月 10 回使用する場合

費 目 月 額 算出方法

市営バス運賃 0円 2年間は無料

タクシー運賃 13,500 円 1,500 円× 10回× 0.9

合 計 13,500 円
タクシー利用券5,000
円分も交付されます。

さらに、運転免許証を自主返納をすれば…

神山駅神山駅

五泉市街地

新潟市街地
新潟駅

Niigata

神神山神山

水原駅水原駅

●●前

新発田駅

Shibata

中心市街地

水原駅

Suibara

●●前

京ヶ瀬駅京ヶ瀬駅

安田 IC安田 IC

新津駅

Niitsu

市外への公共交通網マップ

行き：24行き：24便便
帰り：24帰り：24便便

行き：12行き：12便便
帰り：13帰り：13便便

行き：60行き：60便便
帰り：60帰り：60便便

行き：6行き：6便便
帰り：6帰り：6便便

行き：3行き：3便便
帰り：5帰り：5便便

行き：12行き：12便便
帰り：11帰り：11便便

【パークアンドライドとは？】

　最寄りの駅やバス停留所にあ

る駐車場まで自家用車などで行

き、公共交通を利用して目的地

に向かう方法。自家用車と公共

交通を組み合わせ、自宅近くに

公共交通がなくても、電車やバ

ス等を利用できます。

　市内の各駅と、安田インター

チェンジに整備されています。

▼
公
共
交
通
を
残
し
て
い
く
た
め
に

▼
事
故
を
起
こ
す
前
に
相
談
を
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第第
4444
回
水
原
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し

回
水
原
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
た
。

　　

88
月月
2424
日
に
は
、
堀
越
小
学
校

日
に
は
、
堀
越
小
学
校
66
年年

生
に
よ
る
樽
太
鼓
、
庚
町
神
楽
で
ま
つ
り

生
に
よ
る
樽
太
鼓
、
庚
町
神
楽
で
ま
つ
り

が
始
ま
り
、
家
内
安
全
や
豊
作
祈
願
、
市

が
始
ま
り
、
家
内
安
全
や
豊
作
祈
願
、
市

の
発
展
を
祈
念
し
、
市
内
の

の
発
展
を
祈
念
し
、
市
内
の
44
団
体
が
神

団
体
が
神

楽
と
獅
子
の
共
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

楽
と
獅
子
の
共
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、

　

こ
の
他
、
2121
団
体
約
５
８
０
人
が
参

団
体
約
５
８
０
人
が
参

加
し
た
民
踊
流
し
大
会
や
、
７
団
体
が

加
し
た
民
踊
流
し
大
会
や
、
７
団
体
が

参
加
し
た
ザ
・
灯
籠
来
舞
が
行
わ
れ
ま

参
加
し
た
ザ
・
灯
籠
来
舞
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

第
44
回オープニングセレモニー（堀越小学校6年生による樽太鼓）オープニングセレモニー（堀越小学校6年生による樽太鼓）

ザ・灯籠来舞ザ・灯籠来舞

第

神楽と獅子の共舞神楽と獅子の共舞

民踊流し大会民踊流し大会

オープニングセレモニー（庚町神楽）オープニングセレモニー（庚町神楽）
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唄唄
ええ
よよ
踊踊
れれ

だだ
し
の
し
の
風
の
風
の
よ
う
に

よ
う
に

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

響
き
響
き
渡渡
れれ

ふ
る

　

さ
と

だしの風テント村だしの風テント村

大民踊流し大民踊流し

牧草ロールコロコロ選手権牧草ロールコロコロ選手権

ふるさと芸能発表会（和 阿賀野連）ふるさと芸能発表会（和 阿賀野連）

ベイブレード大会ベイブレード大会

魚のつかみ取り魚のつかみ取りだんごまきだんごまき

FM新潟ステッカーキャンペーンFM新潟ステッカーキャンペーン

ふるさと芸能発表会（レクダンス萌の会）ふるさと芸能発表会（レクダンス萌の会）

　

7
月
29
日
、「
ふ
る
さ
と
だ
し
の
風
ま

つ
り
」
が
城
ノ
内
野
球
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

猛
暑
の
影
響
で
一
部
内
容
を
縮
小
し

ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
芸
能
発
表
会
・

歌
謡
シ
ョ
ー
・
牧
草
ロ
ー
ル
コ
ロ
コ
ロ

選
手
権
・
さ
か
な
の
つ
か
み
取
り
・
大

民
踊
流
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

歌謡ショー歌謡ショー
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99月月 1010日は「日は「下水道の日下水道の日」です」です

■■この記事に関する問い合わせは上下水道局まで　☎ 62-2833

　1961（昭和 36）年 9月 10 日、当時 6％であっ

た下水道普及率を高めることを目的に「全国下

水道推進デー」が制定されました。これが「下

水道の日」の始まりです。

　2001（平成 13）年、旧水道法制定 100 周年

を記念し、より親しみのある現在の名称に変更。

　9月 10 日は立春から数えて 220 日にあたり、

大きな台風が来る日とされていました。

　そこで、下水道の大切な役割である「雨水の

排水」にちなんで、9月 10 日が「下水道の日」

に定められました。

　※阿賀野市は雨水を処理しない「分流式下水道」

99月月 1010日は「日は「下水道の日下水道の日」です」です

■下水道普及率と水洗化率の現状下水道普及率と水洗化率の現状
　市の下水道普及率※1 は 94.2% で、新潟県平均の

86.6％を上回っています。水洗化率※2 は 69.9% で、

県平均の 87.6% を大きく下回っています。

※ 1　下水道を利用できる環境にある人の割合

※ 2　下水道を利用できる環境にある人のうち、実際

に接続している人の割合

■下水道使用料の使い道下水道使用料の使い道

■下水道使用料と浄化槽維持管理費の比較下水道使用料と浄化槽維持管理費の比較

　下水道使用料は、汚水処理場、汚水管の維

持管理や修理、下水道整備のための借入金の

利息返済などに使われています。

　下水道に接続する人が増えなければ、下水

道使用料が増えず、毎年、市の一般会計から

の補てんを受けて経営する状況が続きます。

　下水道使用料と浄化槽維持管理費※を一般

家庭の平均支出額（年額）で比較しました。

メーター検針、料金徴収

事業活動全般

施設建設の

借入金利息

施設の整備改良

汚水処理

56%

15%

13%

11%
5%

56%

15%

13%

11%
5%

下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」

34,212 円
（水道使用量 22 ㎥／月）

5 人槽　58,400 円

7 人槽　65,450 円

10 人槽　76,550 円

下水道

使用料

※法定検査料、保守点検料、清掃料・汚泥の汲

み取り料、ブロワーの損料・電気料および清掃

時の水道料の合計額

0 20 40 60 80 100

新潟県平均

阿賀野市 94.2

86.6

（%）

0 20 40 60 80 100

新潟県平均

阿賀野市 69.9

87.6

（%）

下水道普及率（平成 29 年度）

水洗化率（平成 29 年度） 市の現状

　下水道の整備は進んでいるが、実際に

下水道に接続している人は少ない

　→下水道使用料収入が少ない

次世代にきれいな川や海を残すため、下水道への接続をお願いします。

浄化槽維持

管理費

使用料は下水道の
運営に必要なんだ！

下水道使用料の使途（平成 29 年度）

平成 30 年 9 月号 10

■■この記事に関する問い合わせは子育て世代包括支援センターまで　☎ 62-2510（内線 2604）

思春期を乗り切ろう！
～自己肯定感を育む方法～

　

子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
移
行

期
間
で
あ
る
「
思
春
期
」
は
、

誰
も
が
通
る
道
。
こ
の
時
期
に

子
ど
も
と
ど
う
向
き
合
え
ば
い

い
か
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

10
歳
前
後
か
ら
18
歳
前
後
ま

で
と
さ
れ
る
思
春
期
は
、
性
ホ

ル
モ
ン
の
影
響
で
、
心
も
体
も

大
人
へ
と
変
化
す
る
非
常
に
不

安
定
な
時
期
で
す
。
異
性
へ
の

関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
自

分
を
客
観
視
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
親
や
教
師
な
ど
に

対
し
批
判
的
な
態
度
を
と
り
、

友
人
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
親
は
子
ど
も
の
変
化
に

戸
惑
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

戸
惑
っ
て
い
る
の
は
子
ど
も
自

身
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
解
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

思
春
期
は
と
て
も
デ
リ
ケ
ー

ト
な
時
期
で
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
思
い

悩
み
な
が
ら
周
囲
の
支
え
に

よ
っ
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

望
ま
な
い
妊
娠
等
の
性
の
問
題

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
人
工
妊
娠

中
絶
を
し
た
人
は
、
県
内
で

２
５
６
８
人
。
う
ち
未
成
年
者

は
２
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起

こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
中
学
2
年
生
を
対
象

に
自
己
肯
定
感
（
自
分
を
大
切

に
す
る
心
、
自
ら
の
価
値
や
存

在
意
義
を
肯
定
で
き
る
感
情
）

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

「
自
分
の
こ
と
が
大
切
」
と
回
答

し
た
生
徒
は
47
・
3
％
、「
自
分

の
こ
と
が
好
き
」
と
回
答
し
た

生
徒
は
わ
ず
か
14
・
6
％
と
な
っ

て
お
り
、
自
己
肯
定
感
が
低
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
自

己
肯
定
管
の
低
さ
が
思
春
期
の

問
題
行
動
に
つ
な
が
る
危
険
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
妊
娠
や
性
感
染
症

予
防
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
自
己
肯
定

感
の
大
切
さ
を
学
び
、
将
来
の

夢
を
実
現
で
き
る
自
分
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
中
学
2
年

生
を
対
象
に
「
性
に
関
す
る
学

習
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
後
の
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

下
記
の
よ
う
な
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ
て
い

る
子
ど
も
は
、
自
分
を
大
切
に

思
い
、
考
え
て
行
動
で
き
ま
す
。

　

自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
く
た

め
に
親
は
、「
あ
な
た
は
私
に
と
っ

て
大
事
な
存
在
、
い
つ
も
見
守
っ

て
い
る
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

伝
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
。
我
が

子
を
信
じ
、
道
を
外
さ
な
い
よ

う
に
見
守
り
、
良
い
親
子
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
思
春
期
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

「性に関する学習会」の感想と
将来の夢を聞きました

安田中学校　長谷川陽花さん

　自分のこと、相手のことを思

いやりたい。性に関することはイ

ンターネットの情報を鵜呑みに

せず、自分でしっかりと考えたい。

★将来の夢：人の役に立つ仕事。

京ヶ瀬中学校　佐々木朝陽さん

　相手のことも大事だけど、自

分のことを 1 番大切にしよう

と思った。性に関しては正しい

知識を持つことが大切。

★将来の夢：国家公務員。

安田中学校　権瓶元輝さん

　自分も大事、相手への思いや

りも大切。自分の将来にもつな

がる大事なことだと感じた。

★将来の夢：まだ模索中。今は

学校生活を充実させたい。

京ヶ瀬中学校　田村歩実さん

　まずは自分を大切にするこ

とが大事だと分かった。

★将来の夢：英語が生かせる職

業。これからの学校生活では同

じ夢を持つ友人を持ちたい。

子育て中
の

パパ・マ
マ必見！

思
春
期
と
は

親
が
子
ど
も
に
で
き
る
こ
と

性
に
関
す
る
学
習
会

どちらとも言えない

そう思わない

そう思う自分のことが好き？ 自分のことが大切？

47.3%47.3%

10%10%

42.6%42.6%

14.6%14.6%

32.2%32.2%
53.2%53.2%

思
春
期
と
性
の
問
題

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感

思春期を乗り切ろう！思春期を乗り切ろう！



■お知らせ版

13 平成 30 年 9 月号 平成 30 年 9 月号 12

表彰

空
手
道
選
手
権
大
会

●
3
個
人
・
1
団
体

寄付

　7月 31 日、ふれあい会館で自らの意見や考えを

発表する「第 15回わたしの主張’18阿賀野市大会」

が開催されました。市内の 4中学校から 2人ずつ

が出場し、石坂咲夢さん（水原中 3年）と齋藤莉

緒さん（笹神中 2年）が優秀賞を受賞しました。2

人は市を代表して 8月 22 日、聖籠町で行われた

三市北蒲原地区大会に出場。惜しくも県大会へは

進めませんでしたが、奨励賞を受賞しました。

わ
た
し
の
主
張

●
石
坂
さ
ん
・
齋
藤
さ
ん

ボ
ー
イ
ラ
リ
ー
大
会
ほ
か

●
阿
賀
野
第
1
団

　7月 24 日、ささかみ農業協同組合の清田壽一

組合長が市役所を訪問。7月 6日、笹神五頭ゴル

フ倶楽部で組合員相互や関連団体と交流を図る

ために開催された「第 25 回 JA ささかみチャリ

ティーゴルフ大会」で、参加者 163 人に 500 円

の募金を呼び掛けて集めたチャリティー金81,500

円を、子どもたちの育成に役立ててほしいと寄付

されました。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
さ
さ
か
み
農
業
協
同
組
合

　7月 24 日、太田由紀と歌の仲間たちの阿部正

惠代表（新保）と渡辺栄さん（五泉市）が市役所

を訪問。7月21日に林昌寺（保田）で開催された「太

田由紀と歌の仲間たちの発表会」で、出演者や来

場者などから募ったチャリティー金 26,000 円を、

子どもたちの育成のために役立ててほしいと寄付

されました。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
太
田
由
紀
と
歌
の
仲
間
た
ち

　8月 6日、株式会社若月商店（北園町）の若月

正和代表取締役とその協力業者会「若和会」の齋

藤勲会長が市役所を訪問。7月 15 日に多くの地

域事業者等の協力で開催された「第 17 回大感謝

祭」で、1人当たり 200 円以上の負担を呼び掛け

て集まった 121,800 円を、未来を担う子どもたち

の育成に役立ててほしいと寄付されました。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
株
式
会
社
若
月
商
店

　8月 4日・5日、文部科学大臣杯第61回小学生・

中学生全国空手道選手権大会が宮城県のグランディ

21で行われ、3個人1団体が入賞しました。

個人戦第 3位：佐藤愛斗（水原中 3年・水空会）、

島津日向（神山小 6 年・拳神会）、

榎本凛太（水原小 5年・水空会）

団体戦準優勝：酒井ひな、五十川優姫、錦織花音、

　　　　　　　五十川咲姫（水空会）

（男子組手）

（女子団体組手）

左から、清田組合長、田中市長左から、清田組合長、田中市長

左から、渡辺さん、阿部さん、田中市長左から、渡辺さん、阿部さん、田中市長

左から、齋藤会長、若月代表取締役、田中市長左から、齋藤会長、若月代表取締役、田中市長

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　

市
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
無
料

で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

◎
親
子
あ
そ
び
塾

◎ 

に
こ
に
こ
木
育
広
場

　

幼
児
期
に
自
然
素
材
に
多
く
触
れ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
の
成
長

に
良
い
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
木
の
お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
見
え
て
く

る
も
の
を
親
子
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
9
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室

▼
日
時
＝
9
月
28
日
（
金
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
千
原
由
佳
さ
ん
（
一
般
社
団

法
人 

日
本
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
協
会 

認
定

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
＝
15
組　

※
要
事
前
予
約

▼
持
ち
物
＝
抱
っ
こ
ひ
も
・
体
温
計
・

ボ
ー
ル
ペ
ン
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎ 

親
子
で
楽
し
も
う
！　
　
　
　
　
　

初
め
て
の
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム

▼
日
時
＝
9
月
30
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
定
員
＝
10
組　

※
要
事
前
予
約

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎ 

み
ん
な
で
運
動
し
よ
う
！　
　
　
　

に
こ
に
こ
元
気
っ
子
く
ら
ぶ

▼
日
時
＝
9
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
土
岐
一
希
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
指
導
員
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎
親
子
え
い
ご
塾

　

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

　

基
本
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
毎
月
変
わ
る
テ
ー

マ
で
、
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
楽
し
く

英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
12
日
（
水
）、23
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
５
８
１

◎ 

新
潟
大
学
医
学
部　
　

健
康
講
座
塾

　

新
潟
大
学
医
学
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
か
ら
講
師
を
招
き
、
市
民
の
健
康
増

進
や
病
気
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
は
耳
鼻
咽
喉
科
に
関
す
る
講
座

で
、
病
気
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

学
び
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
10
日
（
水
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
「
講
堂
」

▼
内
容
＝
「
高
齢
者
の
聞
こ
え
と
ふ
ら

つ
き
に
つ
い
て
」

▼
講
師

・ 

講
義
…
堀
井
新
氏
（
新
潟
大
学
医
学

部
教
授
）

・ 

実
践
講
座
…
市
社
会
福
祉
課
職
員

▼
定
員
＝
先
着
80
人
程
度
（
要
申
し
込

み
）

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
あ
ら
か
じ
め
講
師
に
聞
い

て
み
た
い
質
問
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医

療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進
係
（
内
線

２
２
６
２
）

◎ 

「
健
康
塾
」
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
教
室
（
全
12
回
）

　

健
康
で
元
気
な
市
民
を
増
や
す
た

め
、
機
器
を
活
用
し
て
体
力
向
上
を
目

指
す
教
室
で
す
。
生
涯
現
役
で
い
る
た

め
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
会
場
・
日
時

・ 

笹
神
会
場
…
笹
神
体
育
館
「
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
2
日
（
火
）
〜
毎
週
火
曜　

午

後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

・ 

安
田
会
場
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
「
城
の
う
ち
」　
　
　
　
　
　
　

10
月
4
日
（
木
）
〜
毎
週
木
曜　

午

前
9
時
〜
10
時

▼
対
象
者
＝
概
ね
70
歳
ま
で
の
市
民

▼
定
員
＝
各
教
室
15
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
間
＝
9
月
21
日
（
金
）
ま
で

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
運
動
し
や
す
い
服

装
、
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
水
ま
た
は
お

茶▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健

康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係
（
内
線

２
６
２
２
）

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
農業委員会  ☎ 62ー2420
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

堀井 新 氏

　6月24日、ボーイスカウト阿賀野第１団のスカウ

ト隊・イーグル班が加茂山公園（加茂市）で行われた

第39回新潟県ボーイラリー大会で優勝。優勝旗を

20年振りに持ち帰りました。また、8月4日～10日、

石川県珠洲市で開催された第17回日本スカウトジャ

ンボリーに新潟連盟派遣隊新潟１隊として13人が

参加。下越地区とサンフランシスコ隊の仲間をはじめ、

他県や諸外国のボーイスカウトとも交流しました。
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第
47
回
市
子
ど
も
科
学
展

　

市
内
の
児
童
・
生
徒
が
夏
休
み
中
に

作
成
し
た
科
学
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

優
秀
作
品
の
各
賞
も
会
場
で
発
表
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
9
月
22
日
（
土
）、23
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
「
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
主
催
＝
市
教
育
委
員
会
、
三
市
北
蒲

原
郡
地
区
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
＝
三
市
北
蒲
原
郡
地
区

理
科
教
育
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
４
‐

22
‐
２
１
３
９

第
6
回
昭
和
の
乗
り
物

大
集
合
in
阿
賀
野
２
０
１
８

▼
日
時
＝
9
月
30
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
午
後
3
時　

※
雨
天
決
行

▼
会
場
＝
笹
神
支
所 

「
駐
車
場
」

▼
内
容
（
予
定
）

・ 

昭
和
の
乗
り
物
展
示
（
三
・
四
輪
車

約
１
４
０
台
、
二
輪
車
約
１
０
０
台
）

・ 

バ
ン
ド
演
奏
（
午
前
11
時
〜
正
午
、

昼
12
時
30
分
〜
1
時
30
分
）

・ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・ 

県
警
白
バ
イ
隊
の
デ
モ
走
行

・ 

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・ 

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
（
無
料
）

・ 

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
子
ど

も
安
全
免
許
証
の
発
行

・ 

特
産
品
の
販
売
な
ど

▼
見
学
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
昭
和
の
乗
り
物
大

集
合
で
検
索
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
共
催
＝
安
田
商
工
会

▼
後
援
＝
阿
賀
野
市

▼
協
力
＝
阿
賀
野
警
察
署
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

昭
和
の
乗
り
物
大
集
合
in
阿
賀
野
実
行

委
員
会
事
務
局　

坂
詰

☎
０
９
０
‐
８
８
７
３
‐
６
０
３
９

（
午
後
7
時
〜
9
時　

時
間
厳
守
）

sh
o
w
an
o
n
o
rim
o
n
o
@
yah
o
o
.co
.jp

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
9
月
16
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
公
民
館
1
階
交
流
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎ 

写
ら
く
会

▼
期
間
＝
9
月
4
日（
火
）〜
9
日（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
初

日
は
午
前
11
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

3
時
ま
で
）

▼
内
容
＝
写
真

◎ 

水
原
高
校 

昭
和
40
年
卒 

第
3
回 

同
人
展

▼
期
間
＝
9
月
12
日（
水
）〜
17
日（
月
・

祝
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最

終
日
は
正
午
ま
で
）

▼
内
容
＝
絵
画
、
写
真
、
書
道
、
工
芸

他◎
共
通
事
項

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

Ｊジ

ン
ｉ
ｎ 

Ｒロ

ッ

ク

ｏ
ｃ
ｋ 

Ｆフ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ 

in 

Ｈ
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ 

２
０
１
８

　

Ｆ
Ｍ 

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
が
主
催
し
、
今
年

で
11
度
目
と
な
る
「
Ｊ
ｉ
ｎ 

Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ 

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
」
が
、
阿
賀
野
市
に

舞
台
を
移
し
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
7
時
30
分
（
予
定
）（
午

前
9
時
開
場
）

▼
会
場
＝
瓢
湖
水
き
ん
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ

▼
チ
ケ
ッ
ト
＝
一
般
５
５
０
０
円
、
小

中
学
生
３
５
０
０
円

▼
申
込
方
法
＝
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

☎
０
５
７
０
‐
０
８
４
‐
０
０
３

h
ttp
://l-tike.co

m

Ｌ
コ
ー
ド
（
７
１
０
７
５
）

▼
出
演
者
＝
Ｈ 

Ｚ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
、
Ｆ
Ｉ

Ｖ
Ｅ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｏ
Ｌ
Ｄ
、
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｍ 

Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｋ
Ｙ
、
藤
巻
亮
太
、
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｖ
Ｉ

▼
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
＝h

ttp
://

jin
ro
ck.co

m
/

タ
カ
の
渡
り
を
見
る
会

　

新
発
田
市
大
天
城
公
園
で
越
冬
地
を

目
指
す
猛も

う

禽き
ん

類る
い

の
渡
り
を
観
察
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
9
月
23
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
新
発
田
市
大
天
城
公
園
（
新

発
田
市
箱
岩
地
内
）

▼
集
合
場
所
＝
新
発
田
市
加
治
川
地
区

公
民
館
「
駐
車
場
」（
新
発
田
市
住
田

５
４
７
‐
１
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
双
眼
鏡
（
貸
し
出
し
用
あ

り
）、
雨
具
（
小
雨
決
行
の
た
め
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

　

詳
し
く
は
、
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.p
ref.niig

ata.

lg
.jp
/aicho

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

▼
日
時
＝
9
月
9
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
園
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
（
新
発

田
市
）

◎
カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
発
表
会

▼
日
時
＝
9
月
16
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
村
松
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
（
五

泉
市
）

◎
羽
鳥
新
ノ
介 

花
の
歌
謡
ス
テ
ー
ジ

▼
日
時
＝
9
月
17
日
（
月
・
祝
）
正
午

〜▼
出
演
＝
田
中
利
男
＆
ブ
ル
ー
ス
カ
イ

ズ
（
新
潟
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

安
田
八
幡
宮
例
祭
に
伴
う
通
行
規
制

と
館
内
施
設
点
検
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日
＝
9
月
15
日
（
土
）、

16
日
（
日
）

※ 

9
月
17
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
し
、

18
日
（
火
）
は
休
館
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館　

☎
68
‐
１
２
０
０

■市長へのたよりとは

　市では、市民の皆さんの建設的な提案、意見・

要望などを市政に反映させるため、「市長へのたよ

り」制度を設けています。

　寄せられた提案などに対しては、市長が必ず目

を通し、後日公式に回答します。

○回答には 2週間程度かかります。

○ 匿名による投稿も可能ですが、回答は行いませ

ん。

○ 記名で本人の同意を得た投稿については、個人

情報を除き、市ホームページで公表します。

■市長へのたよりを送るには

◎はがきで送る場合

　現在、次の市内公共施設 17 か所に専用はがき（切

手不要）を設置しています。

安田地区＝ 安田公民館（安田支所）、吉田東伍記念

博物館、宝珠温泉保養センターあかま

つ荘

京ヶ瀬地区＝ 京ヶ瀬支所、市立図書館、保健福祉セ

ンター京和荘

水原地区＝ 市役所、水原公民館、水原中学校市民

図書室、水原総合体育館、福祉会館、

水原保健センター、リズム・ハウス瓢

湖

笹神地区＝ 笹神支所、ふれあい会館、笹神体育館、

五頭山麓うららの森 

◎電子メールで送る場合

　市ホームページの「市長の部屋」のページに入

力フォームがあります。

■市長へのたよりを送る際のお願い

　匿名の場合は、内容の確認や回答の送付ができ

ません。できるだけ氏名・住所等、必要事項を記

入の上、送付してください。

■ 問い合わせ

　市長政策・市民協働課 秘書広報広聴係

　（内線 2212）

建設的な提案、意見・要望など　「市長へのたより」をお寄せください

お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

　

張
り
紙
、
広
告
板
、
ネ
オ
ン
・
サ
イ

ン
な
ど
の
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
、
新

潟
県
で
は
、「
屋
外
広
告
物
条
例
」
で

ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

幹
線
道
路
沿
い
や
市
街
地
な
ど
に
設

置
す
る
場
合
、
大
半
は
許
可
手
続
き
が

必
要
で
、
設
置
す
る
場
所
や
広
告
物
の

種
類
に
応
じ
て
位
置
や
面
積
な
ど
の
制

限
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

新
発
田
地
域
振
興
局 

地
域
整
備
部

庶
務
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
９
６

・ 

新
潟
県 

都
市
政
策
課 

都
市
行
政
係

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
２
６

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す

診
療
所
・
病
院
を

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

○ 

何
で
も
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

ま
ず
は
、か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、

適
切
な
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
他
の
医
療
機
関
で
の
受
診
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
に
紹
介
し

て
も
ら
え
ま
す
。

○ 

で
き
る
だ
け
昼
間
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

昼
間
の
診
療
時
間
内
は
、
多
く
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、

検
査
、
投
薬
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

福
祉
保
健

部 

医
務
薬
事
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
３

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就
く
気

に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が

気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語

り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
9
月
14
日
（
金
）
午
後
7
時

〜
9
時

※ 

都
合
の
付
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※  

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び
す子　

☎
62
‐
０
６
４
９

無
料
で
作
れ
ま
す
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
1
枚
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
本
人
の

確
認
が
で
き
る
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

▼
申
請
方
法
＝
申
請
者
本
人
が
、
必
要

書
類
を
持
参
の
上
、
市
役
所
1
階
市
民

生
活
課
窓
口
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
に
添
付
す
る
顔
写
真
は
無
料
で
撮
影

し
ま
す
。

※
各
支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
必
要
書
類

・ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電

子
証
明
書
発
行
申
請
書
（
通
知
カ
ー

ド
と
一
緒
に
届
い
て
い
る
も
の
）

※
な
い
場
合
は
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

・ 

通
知
カ
ー
ド

・ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
在

留
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保

険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
2
点
）

・ 

印
鑑

▼
そ
の
他
＝
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
。
申
請
後
、
約
3
週
間
で
自
宅
へ
送

付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
１
〜
２
１
０
３
）
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7 月 26 日入札   建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

庚町停三線道路修繕工事 ㈲川端商会 22,896,000 円 98.7%
制限付
一般競争

180 日間 7

中島土橋線ほか（庵地小路工区）消雪
井戸堀替工事

㈱ソイルテック 13,284,000 円 93.8%
制限付
一般競争

145 日間 9

中島土橋線ほか（外城町工区）消雪井
戸堀替工事

㈱北友建設 23,004,000 円 96.2%
制限付
一般競争

180 日間 11

分田農村環境改善センター改修工事 ㈱ライズビルド 16,416,000 円 98.9%
制限付
一般競争

H30.11.30 7

交通事故多発地点対策工事 ㈱新潟デック 4,136,400 円 93.2% 指名競争 90 日間 10

百津町市野山線ほか（城工区）消雪パ
イプ工事

㈲山辰建設 4,168,800 円 99.7% 指名競争 75 日間 6

総務課複写機賃貸借 ㈱白善商店 88,668円／月 62.2% 指名競争
H30.09. 1
～

Ｈ 35.8.31
3

松くい虫耐性松保育業務委託 さくら森林組合 561,600 円 96.3% 指名競争 30 日間 3

土橋北・石船戸北遺跡発掘調査資料整
理支援業務委託

㈱帆苅組 52,812,000 円 98.0% 指名競争 H31.03.11 7

砂田・山本遺跡発掘調査資料整理支援
業務委託

㈱帆苅組 24,732,000 円 97.7% 指名競争 H31.03.11 7

8 月 2 日入札  

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

駅西口線拡幅改良工事 森山建材㈱ 5,562,000 円 95.9% 指名競争 100 日間 6

神山小学校下水道接続工事 ㈱ミツマ 4,644,000 円 95.1% 指名競争 H30.09.28 5

旧安田学校給食センター跡地整備工事 ㈱小島組 6,501,600 円 96.6% 指名競争 H30.09.28 6

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

■問い合わせ＝管財課 入札契約係（内線 2362）

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

白
鳥
ル
ー
ム
を

設
置
し
て
い
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
生
を

対
象
に
、
登
校
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

児
童
や
生
徒
が
利
用
で
き
る
適
応
指
導

教
室
（
通
称
白
鳥
ル
ー
ム
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

不
登
校
の
小
中
学
生
が
、
学
校
に
復

帰
す
る
た
め
の
準
備
を
す
る
場
所
で

す
。
お
子
さ
ん
の
状
況
や
希
望
に
応
じ

た
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

・ 

自
主
学
習

・ 

教
室
の
仲
間
と
の
会
話
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ゲ
ー
ム
な
ど

・ 

教
室
外
で
自
然
に
触
れ
る
活
動

▼
申
込
方
法
＝
見
学
す
る
場
合
は
、
在

籍
校
を
通
じ
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
級
を
希
望
す
る
場
合
は
、
在
籍
校

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
級
手
続
き

に
必
要
な
書
類
は
、
在
籍
校
に
あ
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課 

学
校

支
援
係

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
へ

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

対
象
者
か
確
認
を
！

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
3
割

で
、
住
民
税
課
税
所
得
が
６
９
０
万
未

満
の
人
（
表
の
太
枠
内
）
は
、
保
険
証

と
一
緒
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口

で
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
発
効
期
日
は
申
請
月
の
初
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。

自己負担限度額

外来＋入院（世帯単位）

252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）
× 1％（4回目以降 140,100 円）

167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）
× 1％（4回目以降 93,000 円）

80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）
× 1％（4回目以降 44,400 円）

※ 限度額適用認定証を医療機関に提示することにより、窓口で医療費の支
払いが自己負担限度額までとなります。

所得区分

現役並み所得者（自己負担割合 3割）

住民税課税所得 690 万円以上
※限度額適用認定証対象外

住民税課税所得 380 万円以上
690 万円未満

住民税課税所得 145 万円以上
380 万円未満

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
保
険
証
、
印

鑑
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

わ
か
る
も
の

※ 

代
理
人
が
手
続
き
す
る
と
き
は
そ
の

人
の
本
人
確
認
書
類
と
印
鑑

▼
申
請
窓
口
＝
市
役
所
1
階
健
康
推
進

課 

高
期
高
齢
係
窓
口
、
ま
た
は
各
支

所
後
期
高
齢
担
当
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

高
期

高
齢
係
（
内
線
２
１
８
０
）

障
が
い
者
を
差
別
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

　

障
が
い
を
理
由
に
、
不
当
な
差
別
的

取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、「
障
害
者

差
別
解
消
法
」で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共

に
生
き
る
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

障
が

い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線

２
１
４
１
）

「
あ
か
ま
つ
荘
」

休
館
の
お
知
ら
せ

　

浴
槽
配
管
洗
浄
・
館
内
清
掃
の
た
め
、

次
の
期
間
休
館
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
9
月
19
日
（
水
）、20
日
（
木
）

※
９
月
21
日
（
金
）
か
ら
通
常
営
業

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
か
ま
つ
荘

☎
68
‐
５
７
２
６

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

婚活に関する資料請求を受け付けます

婚活をすすめたいけど、

どんなアドバイスをしたら

いいか分からない…

結婚してほしいけど、

婚活している様子がない…

★市や県では、若い世代の結婚意識向上
　に取り組んでいます。

成婚報告お祝い制度

　市主催のイベントやお見合いをきっかけに成婚
し、市内で新婚生活をスタートする夫婦には、縁
結び応援団や市からお祝いのプレゼントを贈呈し
ます。

■申し込み・問い合わせ＝市長政策・市民協働課
政策推進係　☎ 62-2510（内線 2220）

ごずっちょ恋愛診断

　20 の質問に答えるだ
けで、市イメージキャ
ラクター「ごずっちょ」
から恋のアドバイスを
受けられます。診断は
無料でできます。

★どんな取り組みがあるの？

★詳しく知りたい方は、資料請求してみ
　ませんか？

ライフデザインを
考えよう！

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

電
話
予
約
で
夜
間
や
休
日

で
も
受
け
取
れ
ま
す

▼
予
約
で
き
る
人

・ 

住
民
票
の
写
し
…
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
人

・ 

印
鑑
登
録
証
明
書
…
市
で
印
鑑
登
録

を
し
て
い
る
人
ま
た
は
代
理
人

▼
予
約
方
法
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
の
間
に
、
市
民
生
活
課

へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※  

予
約
時
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
必
要
な
書
類
の
種

類
・
受
取
希
望
日
・
印
鑑
登
録
番
号

を
伺
う
た
め
、
時
間
を
要
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
受
取
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
後
5
時
15
分
〜

午
後
9
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
・

年
末
年
始
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時

▼
受
取
場
所
＝
市
役
所
1
階
「
警
備
員

室
」

▼
受
取
に
必
要
な
も
の

・ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保

険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
）

※ 

写
真
付
き
以
外
は
2
点
必
要
で
す
。

・ 

手
数
料
（
1
通
３
０
０
円
）

※ 

釣
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
に
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・ 

印
鑑
登
録
証
（
印
鑑
登
録
証
明
書
を

請
求
し
た
人
の
み
。
忘
れ
た
場
合
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
１
〜
２
１
０
３
）

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
・
友
の
会

星
空
へ
の
招
待
２
０
１
８

　

天
体
望
遠
鏡
で
月
や
土
星
、
木
星
、

火
星
な
ど
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
9
月
・
10
月
毎
週
木
曜
・
土

曜
・
日
曜
、
祝
日
の
晴
天
日
（
晴
天
で

も
開
催
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

日
没
〜
午
後
8
時
頃

※
開
催
す
る
場
合
は
、
当
日
の
夕
方
、 

　

ツ
イ
ッ
タ
―
（tw

itte
r

）
で
告
知

　

し
ま
す
。
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
簡

　

単
に
登
録
で
き
ま
す
。

▼
会
場
＝
安
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
ウ
イ
ン
デ
ィ
正
面
入
口
脇
（
保

田
３
０
９
５
）

▼
そ
の
他
＝
観
覧
自
由
、
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館 

友
の
会
・
天
文
部　

廣
田

☎
０
９
０
‐
３
６
４
７
‐
０
４
９
９
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大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
9
月
2
日
（
日
）
〜
21

日
（
金
）、25
日
（
火
）
〜
27
日
（
木
）、

29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）
午
前
8
時

〜
午
後
5
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
9
月
10
日
（
月
）
〜

14
日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

　
▼
対
象
試
合
＝
10
月
6
日
（
土
）
午
後

2
時 

カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
戦

▼
会
場
＝
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
（
新
潟
市
中
央
区
清
五
郎
67
‐

12
）

▼
席
種
＝
自
由
席
（
予
定
）

▼
応
募
方
法

① 

ス
マ
ホ
か
ら
申
し
込
み
／
申
し
込
み

期
限　

10
月
5
日
（
金
）

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

② 

往
復
は
が
き
の
場
合
／
申
し
込
み
期

限　

9
月
26
日
（
水
）
必
着

　

往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
、
③
生
年
月
日
、
④
電

話
番
号
、
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）、
⑥
観
戦
希
望
試
合

と
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数（
4
枚
ま
で
）

を
記
載
し
、返
信
用
表
面
に
返
信
先（
自

分
）
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、
宛

先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宛
先
＝
〒
９
５
０
‐
０
９
５
４　

新

潟
市
中
央
区
美
咲
町
2
‐
1
‐
10　

ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観

戦
ご
招
待
」
係

▼
チ
ケ
ッ
ト
受
取
方
法
＝
試
合
当
日

に
、
申
込
完
了
画
面
か
申
込
完
了
メ
ー

ル
（
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
の
場
合

は
返
信
は
が
き
）
を
、
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｅ

ゲ
ー
ト
前
広
場「
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
」

に
提
示
の
上
、受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
後
援
会 

村
山

☎
０
２
５
‐
２
８
２
‐
０
０
１
１

調
査
の
回
答
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

統
計
調
査
員
が
9
月
中
に
、
調
査
対

象
地
域
の
各
世
帯
へ
「
調
査
の
お
知
ら

せ
」
の
配
布
や
、
そ
の
後
無
作
為
に
抽

出
さ
れ
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
へ
調

査
票
等
の
配
布
・
記
入
の
お
願
い
に
伺

い
ま
す
。

▼
調
査
対
象
＝
国
か
ら
指
定
さ
れ
た

１
３
７
調
査
区
の
区
域
内
に
居
住
す
る

約
２
４
０
０
世
帯
。

▼
調
査
内
容

・ 

現
住
居
に
関
す
る
こ
と
（
部
屋
の
数

や
建
物
・
敷
地
面
積
な
ど
）

・ 

世
帯
に
関
す
る
こ
と
（
世
帯
構
成
・

年
間
収
入
な
ど
）

・ 

現
住
居
以
外
の
住
宅
・
土
地
に
関
す

る
こ
と
（
所
有
の
有
無
・
種
類
な
ど
）

▼
回
答
方
法

・ 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
（
時
間
を

問
わ
ず
入
力
・
保
存
・
送
信
が
可
能
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）

・ 

紙
の
調
査
票
に
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
統
計
調
査
員
に
提
出

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

総
務
課 

庶
務
係
（
内
線
２
６
０
３
）

・ 

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　

☎
０
５
７
０
‐
78
‐
３
９
３
９

募 　

集 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＆
Ｅ
Ａ
Ｔ
五
頭
温

泉
郷 

〜
秘
密
の
散
歩
道
〜

　

温
泉
街
散
策
、
地
元
グ
ル
メ
、
景
観
、

温
泉
を
体
感
で
き
る
、
五
頭
温
泉
郷
発

の
体
験
型
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
素
敵
な
散
歩
道
と
地
域

の
お
い
し
い
食
を
、
こ
の
日
1
日
だ
け

特
別
に
用
意
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
24
日
（
月
・
振
休
）
午

前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
五
頭
温
泉
郷
全
域
（
受
付 

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
）

▼
募
集
期
限
＝
9
月
19
日
（
水
）

▼
募
集
人
数
＝
１
５
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
参
加
費
＝
1
人
２
５
０
０
円
（
小
学

生
以
上
）

▼
申
込
方
法
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（h
ttp
s://ru

n
n
e
t.jp

）
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｋ
＆
Ｅ
Ａ
Ｔ
五
頭
温
泉
郷
実
行
委
員
会

事
務
局
（
五
頭
温
泉
郷
旅
館
協
同
組
合

☎
61
‐
３
０
０
３　

火
曜
定
休
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

　

「
コ
ス
モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り
」

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
7
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
30
分

▼
会
場
＝
ふ
る
さ
と
公
園
（
市
立
図
書

館
隣
）

▼
区
画
＝
1
区
画 

2
ｍ
×
2
ｍ 

全
20

区
画
（
1
人
2
区
画
ま
で
）

▼
出
店
料
＝
1
区
画
５
０
０
円

▼
申
込
方
法
＝
9
月
11
日
（
火
）
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で 

電
話
で
受
け

付
け
ま
す
。

※ 

20
区
画
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。
代

理
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス

モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内　

☎
61
‐

２
４
７
９
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

秋
を
楽
し
む

横
断
五
頭
登
山

▼
日
時
＝
10
月
8
日
（
月
・
祝
）
午
前

5
時
30
分
集
合
、
午
後
5
時
30
分
解
散

（
予
定
）
※
荒
天
中
止

▼
集
合
場
所
＝
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

「
駐
車
場
」

▼
対
象
者
＝
登
山
経
験
者
（
中
級
者
以

上
）

▼
参
加
費
＝
2
千
円
（
記
念
バ
ッ
チ
、

バ
ン
ダ
ナ
、
バ
ス
代
、
き
の
こ
汁
代
、

入
浴
料
、
保
険
代
な
ど
）

※ 

当
日
徴
収
。
昼
食
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
定
員
＝
50
人

▼
申
込
期
限
＝
9
月
28
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
そ
の
他
＝
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し

込
み
い
た
だ
い
た
人
に
案
内
を
郵
送
し

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

☎
61
‐
２
１
１
１

お
知
ら
せ

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　　　平成 30 年度「市文化祭」一般作品等募集
　　　　　　　　　　市では、次のとおり 4地区で文化祭を開催します。

　　　　　　　　　　日頃の趣味や特技を生かした書道・絵画・写真・工芸・彫刻などを出品してみませんか？

安田地区 京ヶ瀬地区 水原地区 笹神地区

開催日時

11 月 3 日（土・祝）、

4日（日）

午前 9時～午後 6時

（2日目は午後3時まで）

11 月 2 日（金）、3 日

（土・祝）

午前 9時～午後 5時

（2日目は午後3時まで）

11 月 2 日（金）～ 4

日（日）

午前 9時～午後 5時

（初日は午後 1時から、

最終日は午後3時まで）

11 月 3 日（土・祝）、

4日（日）

午前 9時～午後 4時

（2日目は午後3時まで）

展示会場 安田体育館
保健福祉センター

京 和 荘
水原総合体育館

笹神支所

ふれあい会館

募集

作品等

一般作品（書、画、

写真、工芸、彫刻、

手芸等）

一般作品（書、画、

写真、工芸、彫刻、

俳句・川柳・短歌等）

一般作品（書、画、

写真、工芸、彫刻等）

※ 出品規定のとおり

一般作品（書、画、

写真、工芸、彫刻等）、

芸能発表、フリーマ

ーケット

応募資格

安田地区在住・在勤、

または安田地区に本

拠地のあるサークル

に所属している人

京ヶ瀬地区在住・在勤、

または京ヶ瀬地区に本

拠地のあるサークルに

所属している人

水原地区在住・在勤、

または水原地区に本

拠地のあるサークル

に所属している 18 歳

以上の人（学生を除く）

笹神地区在住・在勤、

または笹神地区に本

拠地のあるサークル

に所属している人

申込方法
出品申込書に必要事項を記入の上、提出してください。

出品申込書は、安田公民館・京ヶ瀬支所・水原公民館・ふれあい会館にあります。

提出先
安田公民館

☎ 68-3006

京ヶ瀬支所公民館係

☎ 67-2113

水原公民館

☎ 62-2028

ふれあい会館

☎ 63-8019

申込期限
10 月 5 日（金）

午後 5時

10 月 5日（金）

午後 5時

10 月 5日（金）

午後 5時

10 月 19 日（金）

午後 5時

※ 各地区文化祭の出品・出演申し込みや搬入方法など詳しくは、当該地区の公民館へ問い合わせください。

　　
　　　　　　　 　　市で

　　　　 　　 　　　　日頃

安田

塾
の
コ
ン
ビ
ニ
！ 

英
語
塾

後
期
受
講
生
募
集

　

市
民
の
国
際
理
解
を
深
め
、
英
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育

む
契
機
と
し
て
英
語
塾
を
開
講
し
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
開
講
時
期
＝
10
月
1
日
（
月
）
〜
平

成
31
年
2
月
28
日
（
木
）

※
受
講
回
数
は
週
1
回

▼
会
場
・
コ
ー
ス
・
時
間

○
安
田
公
民
館
（
毎
週
火
曜
）

・ 

小
学
1
・
2
年
生
…
午
後
3
時
45
分

〜
4
時
35
分

・ 

小
学
3
・
4
年
生
…
午
後
4
時
45
分

〜
5
時
35
分

・ 

小
学
5
・
6
年
生
…
午
後
5
時
45
分

〜
6
時
35
分

○ 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘
（
毎
週

木
曜
）

・ 

小
学
1
・
2
年
生
…
午
後
3
時
40
分

〜
4
時
30
分

・ 

小
学
3
・
4
年
生
…
午
後
4
時
40
分

〜
5
時
30
分

・ 

小
学
5
・
6
年
生
…
午
後
5
時
40
分

〜
6
時
30
分

○
水
原
公
民
館

・ 

小
学
1
・
2
年
生
…
毎
週
月
曜
、
午

後
4
時
40
分
〜
5
時
30
分
、
毎
週
水

曜
、
午
後
4
時
30
分
〜
5
時
20
分

・ 

小
学
3
・
4
年
生
…
毎
週
月
曜
、
午

後
5
時
40
分
〜
6
時
30
分
、
毎
週
金

曜
、
午
後
4
時
40
分
〜
午
後
5
時
30

分
・ 

小
学
5
・
6
年
生
…
毎
週
金
曜
、
午

後
5
時
40
分
〜
6
時
30
分

・ 

中
学
生
（
全
学
年
）
…
毎
週
月
曜
、

午
後
6
時
40
分
〜
7
時
30
分
、
毎
週

金
曜
、
午
後
6
時
40
分
〜
7
時
30
分

・ 

一
般
市
民
（
初
級
）
…
毎
週
水
曜
、

午
後
5
時
30
分
〜
6
時
20
分

・ 

一
般
市
民
（
中
・
上
級
）
…
毎
週
火
曜
、

午
後
7
時
〜
7
時
50
分

※
ど
の
会
場
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
の
小
中
学
生
、
一
般

市
民
（
高
校
生
以
上
）

▼
定
員
＝
各
ク
ラ
ス
12
人

※
最
少
開
講
人
数
…
各
ク
ラ
ス
6
人

▼
内
容
＝
英
語
に
よ
る
日
常
会
話
、

ゲ
ー
ム
な
ど

▼
講
師
＝
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ク
レ
ー
マ
ー
氏

〔
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
経
験
者
。

前
期
と
同
じ
〕

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
申
込
用
紙
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※ 

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
募
者

が
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。
応
募
者
全
員
に
対
し
9
月
下

旬
に
受
講
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
9
月
14
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教

育
課 

学
校
支
援
係 

Ⓕ
63
‐
２
１
１
５
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健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者

は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
「
妊
娠

届
出
書
」
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
日
時

・ 

毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9
時
〜
正
午

・ 

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・ 

夜
間
役
所
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

※ 

こ
れ
ら
の
日
時
以
外
に
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
交

付
日
時
を
調
整
し
ま
す
の
で
、
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ

ん
、
パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
3
日
（
月
）、10
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容

○
9
月
3
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

　

「
お
は
な
し
会
」

　

秋
に
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
や
わ
ら
べ
歌

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
9
月
10
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
消
防
署
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

　

消
防
士
が
楽
し
い
劇
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
ハ
シ
ゴ
車
も
来
て
く
れ
る
か

も
！

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ

な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は

遠
慮
く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
い
ち
ご
み
る
く
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

に
い
が
た
連
携

公
開
講
座
２
０
１
８

　

子
ど
も
は
可
愛
い
け
れ
ど
、
時
と
し

て
不
安
に
思
っ
た
り
、
困
っ
た
り
、
イ

ラ
イ
ラ
し
た
り
…
。

　

乳
幼
児
期
の
発
達
と
い
う
視
点
か
ら

「
子
ど
も
の
世
界
」
を
の
ぞ
い
て
み
る

こ
と
で
、
行
動
の
意
味
や
心
の
育
ち
を

知
り
、
親
や
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
6
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
内
容
＝
子
ど
も
の
育
ち
に
寄
り
添
う

た
め
に 

〜
お
と
な
の
役
割
・
親
の
役

割
〜

▼
講
師
＝
角
張
慶
子
氏
（
新
潟
県
立
大

学
准
教
授
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人
※
要
申
し
込
み

（
保
育
ル
ー
ム
有
り 

先
着
５
人
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
５
８
１

お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
9
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

未
就
園
児
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
ね
！

　

遊
具
や
絵
本
、
リ
ズ
ム
遊
び
や
運
動

遊
び
、
季
節
の
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
年
齢
の
近
い
友
達
や
幼
稚
園
の

園
児
と
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
子
育
て
の
悩
み

な
ど
を
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
安
田
幼
稚
園
「
親
子
プ
レ
ー
教
室
」

▼
日
時
＝
10
月
10
日
（
水
）
午
前
9
時

15
分
〜

▼
申
込
方
法
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
・

安
田
公
民
館
・
安
田
幼
稚
園
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
で

も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
幼

稚
園　

☎
68
‐
３
０
１
２

◎
京
ヶ
瀬
幼
稚
園
「
あ
そ
び
の
へ
や
」

▼
日
時
＝
10
月
18
日
（
木
）
午
前
9
時

30
分
〜

▼
申
込
方
法
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
・

京
ヶ
瀬
支
所
・
市
立
図
書
館
・
京
ヶ
瀬

幼
稚
園
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
電
話
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
京
ヶ
瀬

幼
稚
園　

☎
67
‐
２
０
３
３

◎
共
通
事
項

▼
対
象
者
＝
0
〜
2
歳
児
と
そ
の
保
護

者▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
保
険
料
、
お

や
つ
代
な
ど
）

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
各
園
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
書
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募 　

集 

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

あ
が
の
市
民
活
動
補
助
金

申
請
募
集
中
で
す

　

市
民
活
動
団
体
等
が
自
主
的
・
継
続

的
に
行
う
公
益
的
な
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

▼
補
助
金
の
上
限

・・  

新
規
・
拡
大
事
業
…
10
万
円

・・  

継
続
事
業
…
5
万
円

※  

交
付
回
数
は
同
一
事
業
に
つ
き
原
則

3
回
ま
で

▼
対
象
要
件
＝
団
体
が
新
た
に
活
動
を

開
始
ま
た
は
現
在
の
活
動
を
拡
大
・
発

展
さ
せ
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

活
動
。

①  

市
民
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
活
動

②  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
活
動

③  

地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
そ
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
の
活
動

④  

地
域
の
安
全
・
安
心
を
推
進
す
る
た

め
の
活
動
（
自
主
防
災
組
織
や
自
主

防
犯
団
体
の
活
動
も
対
象
）

⑤  

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
認
め
ら

れ
る
活
動

※  

次
年
度
以
降
も
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

▼
募
集
要
項
・
申
請
用
紙
＝
市
役
所
2

階
市
長
政
策
・
市
民
協
働
課
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政

策
・
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
（
内

線
２
２
１
４
）

首
都
圏
安
田
会
交
流
会

　

首
都
圏
在
住
の
安
田
地
区
出
身
者
な

ど
で
組
織
す
る
首
都
圏
安
田
会
が
「
安

田
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
イ
ン

プ
リ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）
正
午
〜
午

後
3
時
30
分

▼
会
場
＝
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
「
プ

ロ
ビ
デ
ン
ス
ホ
ー
ル
」（
東
京
都
港
区

芝
公
園
3
‐
3
‐
1
）

▼
参
加
費
＝
2
万
円
（
予
定
・
バ
ス
代

含
む
。
当
日
徴
収
）

▼
申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
9
月
25
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工

観
光
課
（
内
線
２
３
５
０
）
Ⓕ
61
‐

２
０
３
７

出
場
者
募
集

第
12
回
市
ナ
ツ
メ
ロ

カ
ラ
オ
ケ
ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
4
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
開
演
（
午
前
9
時
開
場
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館 

「
多
目
的

ホ
ー
ル
」
※
入
場
無
料

▼
対
象
＝
市
内
の
ナ
ツ
メ
ロ
愛
好
者

（
性
別
・
年
齢
不
問
）

▼
募
集
人
数
＝
先
着
60
人

▼
申
込
期
間
＝
9
月
15
日
（
土
）
〜
30

日
（
日
）

▼
そ
の
他

・ 

出
演
順
…
抽
選
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

・ 

曲
目
…
昭
和
年
代
に
発
表
さ
れ
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

※ 

申
し
込
み
後
の
曲
目
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

・ 

音
源
…
通
信
カ
ラ
オ
ケ

・ 

原
則
3
コ
ー
ラ
ス
（
2
コ
ー
ラ
ス
希

望
者
は
申
し
出
く
だ
さ
い
）

・ 

歌
の
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
参
加
費
＝
1
人
1
曲
５
０
０
円

※
当
日
徴
収

▼
主
催
＝
笹
神
地
区
文
化
協
会

▼
申
し
込
み
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
問
い
合
わ
せ
＝
羽
賀

☎
０
９
０
‐
６
１
２
６
‐
１
２
５
２

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

新
発
田
城

お
さ
か
な
パ
ラ
ダ
イ
ス

　

新
発
田
城
の
お
堀
の
水
を
抜
き
、
清

掃
、
外
来
魚
の
防
除
、
在
来
魚
と
外
来

魚
の
違
い
や
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響

を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
17
日
（
月
・
祝
）
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

※
順
延
の
場
合
9
月
24
日
（
月
・
振
休
）

▼
会
場
＝
新
発
田
城
址
公
園
・
お
堀
周

辺
（
新
発
田
市
大
手
町
6
丁
目
）

▼
募
集
人
数
＝
５
０
０
人
（
小
学
3
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
一
般
社

団
法
人
新
発
田
青
年
会
議
所　

髙
橋

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
０
４
０
４
〔
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分（
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）〕

第
1
回
あ
が
の
平
和
文
化
展
２
０
１
８

作
品
を
募
集
し
ま
す

▼
展
示
期
間
＝
10
月
10
日
（
水
）
〜
14

日
（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
展
示
会
場
＝
水
原
公
民
館
「
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

▼
展
示
作
品
＝
絵
画
、
絵
手
紙
、
書
・

篆
刻
、
写
真
、
木
工
、
手
作
り
小
物
、

文
芸
、
研
究
出
版
物
な
ど

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
者

▼
出
品
料
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
出
品
票
を
9
月
25
日

（
火
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
品
票
・
出
品
要
項
は
水
原
公
民
館

　

に
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
須
田　

☎
０
９
０
‐
４
９
６
４
‐
８
５
２
０

Ⓕ
62
‐
７
０
５
０

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
9
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
７
２
２

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

♥
伝
え
よ
う
旬
！ 

親
か
ら
子
ど
も
に
我
が
家
の
味

♥
作
っ
て
ま
す
か
？ 

食
べ
て
ま
す
か
？ 

郷
土
料
理

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

住まいづくりは地盤から 
 

・地盤調査・改良工事スタッフ 

給与：月給 万～ 万円 年齢・経験不問
 

〒 阿賀野市緑町
代表 田中 実

角張 慶子 氏

（広 告）
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日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
9
月
3
日（
月
）、10
日（
月
）、

20
日
（
木
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
9
月
7
日（
金
）、14
日（
金
）、

20
日
（
木
）、
21
日
（
金
）、
28
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

夜
間
役
所

▼
日
時
＝
9
月
5
日
（
水
）、19
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
〜
7
時

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階
市
民
生
活
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
記
載

事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、
口
座
振
替

手
続
き
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
等
。

パ
ス
ポ
ー
ト
は
交
付
の
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民
係

（
内
線
２
１
０
１
）

長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度

事
故
を
防
ぐ
た
め

点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

製
品
の
経
年
劣
化
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
、「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
以
降
に
生
産
さ
れ
た
対
象
製
品

を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
所
有
者
情
報

を
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
登
録
し
、
10
年
を

目
安
に
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
品
目
＝
石
油
風
呂
釜
、
石
油
給

湯
器
、
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
器
、
屋

内
式
ガ
ス
風
呂
釜
、
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間

湯
沸
器
、
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗

機
、
浴
室
用
電
気
乾
燥
機

 
◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
室
相

談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
情
報

は
、消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.caa.g

o
.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線

２
１
０
４
）

・・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

9
月
は
新
潟
県
自
殺

対
策
推
進
月
間
で
す

〜
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す

 

た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
〜

　

新
潟
県
は
、
自
殺
死
亡
率
が
全
国
水

準
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
家
族
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
、
相
談
で
き
る
関
係
を
作
る

こ
と
が
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
い
の
ち
」

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
悩
み

苦
し
む
人
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
気
付

い
た
ら
声
を
掛
け
、
1
人
で
も
多
く
の

人
の
大
切
な
命
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

 

◎
主
な
相
談
窓
口

相談日時

統一ダイヤルとして、365 日 24

時間相談を受け付けています

月曜～金曜（祝日除く）

午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

月曜～金曜（祝日除く）

午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

月曜～金曜（祝日除く）

午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

電話番号

☎ 0570‐783‐025

☎ 0254‐28‐8880

☎ 0254‐26‐9133

☎ 62‐2510（代表）

（内線 2622・2612）

相談窓口

新潟県こころの相談ダイヤル

下越地域 いのちとこころの支援

センター

新発田地域振興局 健康福祉環境

部（新発田保健所）地域保健課

健康推進課（水原保健センター）

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係
（
内
線

２
６
２
２
・
２
６
１
２
）

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
フ
ェ
ア
の
開
催
時
に
無
料
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

▼
会
場
＝
新
発
田
市
庁
舎 

ヨ
リ
ネ
ス

し
ば
た
1
階 

「
札
の
辻
ラ
ウ
ン
ジ
」（
新

発
田
市
中
央
町
3
‐
3
‐
3
）

▼
相
談
内
容
＝
土
地
建
物
の
売
買
・
賃

貸
・
利
活
用
に
関
す
る
こ
と
や
不
動
産

に
関
す
る
税
金
・
権
利
関
係
、
空
き
家
・

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
相
談
等

▼
そ
の
他
＝
要
予
約
（
当
日
受
付
可
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
新
潟
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会 

新
発
田
支
部

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
１
２
２
０

高
齢
者
相
談
窓
口

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
等
が
抱
え
る
心

配
事
・
悩
み
事
の
相
談
を
、無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。（
電
話
・
面
談
い
ず
れ
も
可
）

◎
一
般
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◎
専
門
相
談
（
要
予
約
）

▼
法
律
相
談
＝
9
月
3
日
（
月
）、
10

日
（
月
）、
18
日
（
火
）、
25
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2 

新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

年
金
相
談

▼
日
時
＝
9
月
19
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
、
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
３
）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要

予
約
）

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
者
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
9
月
7
日
（
金
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）

※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局
2
階
「
予

診
室
」（
新
発
田
市
豊
町
3
‐
3
‐
2
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

成海アサ子 85 歳 8.1 村　杉

太田　耕治 70 歳 8.2 熊　堂

小林　一三 78 歳 8.2 百津町

樋口　光夫 82 歳 8.3 嶋　瀬

石井　六郎 91 歳 8.4 小　松

本間　先八 79 歳 8.4 飯山新

千原　登策 80 歳 8.6 下条町

山﨑　忠治 64 歳 8.7 下黒瀬

中澤スミイ 96 歳 8.7 中　潟

五十嵐枝里子 63 歳 8.8 関　屋

髙橋ミツヱ 93 歳 8.9 福　田

片山　康雄 70 歳 8.9 中央町 1

小栁ハルエ 87 歳 8.14 山　崎

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

青柳　　憩
けい

 若葉町

五十嵐雅
まさすけ

介 中　潟

酒井　心
し ず く

潤 七　島

長谷川旺
お う た

太 外城町

能 山夏
な つ き

来 京ヶ島

石塚　　一
いち

 山倉新田

高橋　紡
つ む ぎ

凪 稲荷町

齋藤　梛
な み

瑞 山口町 2

鈴木　愛
ま な と

叶 保　田

五十嵐旺
お う き

輝 沢　田

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

　亮  
真　澄
雅　泰
友　美
真　志
めぐみ
恵　一
真　美
　豊 
安　奈
春　起
恵

恵　太 
里　奈
京　介
汐　里 
智　浩
絢　菜
大　地
留　美

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（8月 1日～ 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他
市

区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■ふれあい会館 「談話室」＝ 9月 10 日（月）午前 10 時～正午

■安田公民館 「学習室」＝ 9月 19 日（水）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 期日＝原則、毎月第 1・3水曜

※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡をお願い

します。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 050-3383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

（広 告）

営業案内 ●ハチ駆除
●家の片付け

その他お気軽にご連絡ください

☎  0250-43-0135
便利屋さんのマ ル キ
〒959-1865 五泉市本町４－１－１

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

紹介キャンペーン実施中

前
後
前
後【買取例】【買取例】クボタトラクター L1-24クボタトラクター L1-24（4WD）（4WD）  2424万円万円

【買取例】【買取例】ヤンマートラクター FX265ヤンマートラクター FX265（4WD）（4WD）  1616万円万円



平成 30 年 9 月号平成 30 年 9 月号25 24

消
防
士
に
大
変
身
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
フ
ァ
イ
ア
ー
マ
ン

　

幼
少
期
に
お
け
る
防
災
教
育
の
一
環
と
し

て
、
消
防
士
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

お
う
と
、
8
月
5
日
、
消
防
本
部
で
「
第

6
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
フ
ァ
イ
ア
ー
マ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
市
内
小
学
生
17
人
は
、
防
火
衣

を
着
て
の
放
水
や
、
救
助
訓
練
な
ど
を
体
験
。

狭
く
暗
い
場
所
で
の
濃
煙
体
験
で
は
泣
き
出

す
子
も
い
ま
し
た
が
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
の
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学
で
は
、
普
段
見
れ
な

い
エ
ン
ジ
ン
や
機
内
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

大
喜
び
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　

8
月
7
日
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
1

日
図
書
館
員
体
験
が
市
立
図
書
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
の
本
の
貸
出
や
返
却
、
テ
ー
マ
展
示
の

た
め
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
り
と
飾
り
付
け
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
荒
木
美
琴
さ
ん
（
笹
岡

小
4
年
）
は
「
お
客
様
に
丁
寧
な
言
葉
で

話
す
の
は
緊
張
し
た
け
ど
、
来
年
も
や
っ

て
み
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

8
月
16
日
に
は
夏
の
工
作
会
を
開
催
。

小
学
生
16
人
が
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
個
性
あ
ふ

れ
る
ミ
ニ
本
棚
を
作
り
ま
し
た
。

図
書
館
夏
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

図
書
館
の
し
ご
と
に
挑
戦
！

英
語
で
楽
し
く
世
界
を
学
ぶ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
地
元
の
農
業
や
産
業
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
7
月
31
日
、
旧
大
和

小
学
校
で
食
品
乾
燥
技
術
を
使
っ
た
夏
休
み

体
験
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
小
学
生
17
人
は
、
食
品
乾
燥
施
設
を
見
学

し
た
後
、乾
燥
さ
せ
た
イ
チ
ゴ
と
地
元
の
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
使
っ
て
食
品
加
工
に
挑
戦
。
乾
燥

さ
せ
た
イ
チ
ゴ
の
粒
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
風

味
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
を
試
し
、

一
番
お
い
し
か
っ
た
配
合
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

宮
川
朝あ

さ

陽ひ

君
（
京
ヶ
瀬
小
5
年
）
は
「
生

の
イ
チ
ゴ
は
下
の
方
が
甘
い
け
ど
、
乾
燥
さ

せ
た
イ
チ
ゴ
は
甘
さ
が
全
体
に
広
が
っ
て
美

味
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

食
品
乾
燥
施
設
の
見
学
・
加
工
体
験

乾
燥
イ
チ
ゴ
の
感
想
は
？

阿賀野高校 市内企業見学

　

7
月
26
日
、
阿
賀
野
高
校
の
2
年
生

全
員
が
市
内
企
業
3
社
や
う
ら
ら
の
森

園
芸
ハ
ウ
ス
、
道
の
駅
建
設
予
定
地
を

1
日
が
か
り
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
、
早

い
段
階
で
市
内
企
業
を
見
学
さ
せ
る
こ

と
で
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
を
図
り
、

進
路
を
主
体
的
に
選
択
で
き
る
力
を
育

む
の
が
ね
ら
い
。

　

鉄
板
の
塗
装
作
業
を
見
学
し
た
長
谷

川
愛
さ
ん
は
、「
物
が
で
き
あ
が
る
ま
で

の
工
程
を
間
近
で
見
た
の
は
初
め
て
で
、

と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市内企業の技術に驚き 今
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う

広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣
事
業

　

8
月
6
日
、
平
成
最
後
の
「
原
爆
の
日
」
を
迎

え
、
広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
で
挙
行
さ
れ
た

「
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念

式
」
に
、
阿
賀
野
市
の
中
学
生
8
人
が
参
列
。
原

爆
投
下
時
刻
の
午
前
8
時
15
分
に
1
分
間
の
黙

と
う
を
捧
げ
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
、
市
内
の
全
中
学
生
一
人
一
人
が
、

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
折
っ
た
千
羽
鶴
を
「
原

爆
の
子
の
像
」
に
奉
納
し
、
広
島
平
和
記
念
資

料
館
等
を
見
学
し
て
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
学

習
し
て
き
ま
し
た
。

元気づくりサポーター・担い手養成講座

  

7
月
27
日
、
水
原
公
民
館
で
全
5
回
の

「
元
気
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
・
担
い
手
養

成
講
座
」
が
終
了
し
、
参
加
し
た
23
人

に
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
回
は
、
け
ん
こ
つ
体
操
や
水
中
運

動
教
室
で
お
馴
染
み
の
小
島
伸
子
氏
を

講
師
に
招
き
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ

い
て
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
の
活
動
に
意

欲
が
持
て
た
」「
可
能
な
範
囲
で
活
動
す

れ
ば
い
い
と
分
か
っ
た
。
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
た
い
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
サ
ロ
ン
の
運
営
や
、
介
護

予
防
の
た
め
の
運
動
を
広
め
る
担
い
手
と

し
て
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地域のサポーターを始めます 未
来
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
！

ゆ
め
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

7
月
7
日
、
プ
ロ
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
ら
に
よ
る「
ゆ
め
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

が
笹
神
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

小
・
中
学
生
93
人
が
参
加
し
、
パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
、

シ
ュ
ー
ト
な
ど
の
基
礎
練
習
と
、
中
学
生
は
実

戦
を
想
定
し
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
代
表
の
小
川
歓か

ん

人と

君
（
笹
神
中
2
年
）

が
「
今
日
の
練
習
の
成
果
を
今
後
に
生
か
し
た

い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
選
手
と
の

記
念
撮
影
や
サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
、
夏
休
み
の

良
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

7
月
31
日
、市
立
図
書
館
で
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
英
語
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を

高
め
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
、
小
学
生
を
対
象
に
実
施
し

た
の
は
今
年
が
初
め
て
。
参
加
し
た
13
人
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
か
ら
英
語
で

世
界
各
国
の
文
化
や
観
光
名
所
な
ど
を
紹
介

し
て
も
ら
い
、
そ
の
国
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

渡
辺
和ほ

の

花か

さ
ん
（
笹
岡
小
５
年
）
は
「
友

達
と
協
力
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
こ

と
を
英
語
で
楽
し
く
勉
強
で
き
た
。
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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★8月もイベントに参加してきたっちょ！
　「出湯盆踊り」、「市民公開メディカルセミナー

天地腎」、「水原まつり」に参加してきたよ。

　みんなは夏を満喫できたかな？ごずっちょは

みんなに会えて、充実した夏だったっちょ！

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

先
月
号
の
特
集
記
事
に
は
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
依
存
は

深
刻
で
す
ね
。
我
が
家
も
気
が
つ

け
ば
み
ん
な
ス
マ
ホ
。
3
歳
の
孫

ま
で
自
分
で
操
作
し
て
動
画
を
見

て
い
ま
す
。　
　
　

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

家
事
に
仕
事
に
忙
し
く
、
ス
マ
ホ
に

頼
り
た
く
な
り
ま
す
ね
。
た
だ
、
こ

れ
を
機
会
に
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い

時
間
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

手
話
の
ペ
ー
ジ
は
と
て
も
分
か
り

や
す
く
て
良
か
っ
た
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
10
代
・
女
性
）

☆ 

私
た
ち
が
日
本
語
を
話
す
よ
う
に
、

手
話
で
会
話
を
す
る
人
た
ち
も
い
ま

す
。
少
し
で
も
手
話
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

お
く
や
み
欄
が
う
ぶ
ご
え
欄
を
上

回
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い
市
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
広
報
が
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。　
　
　

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

我
が
家
に
は
2
歳
の
子
ど
も
が

い
ま
す
が
、
特
集
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
「
5
時
間
以
上
テ
レ
ビ
を
つ
け

て
い
る
」
に
当
て
は
ま
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
か
ら
吸
収
し
た
良
い
こ
と

も
あ
る
の
で
、
見
る
番
組
を
選
ん

で
上
手
に
利
用
し
て
い
き
た
い
で

す
！　
　
　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

間
違
い
探
し
は
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
ね
！
脳
の
活
性
化
に
最

高
で
す
。
今
後
も
挑
戦
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
・
男
性
）

☆ 

私
は
間
違
い
を
全
て
見
つ
け
ら
れ
ず
、

よ
く
諦
め
ま
す
が
、見
つ
か
る
と
ス
ッ

キ
リ
し
ま
す
よ
ね
。
今
後
も
全
問
正

解
目
指
し
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
を
毎
回
興
味
深
く

読
ん
で
い
ま
す
。
地
元
で
も
激
し

い
戦
闘
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
普
段
の
景
色
が

違
っ
て
見
え
そ
う
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
つ
も
楽
し
く
見
て
い
ま
す
。
写

真
が
良
く
撮
れ
て
い
て
分
か
り
や

す
い
で
す
。　
　
　

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
紙
は
、
子
ど
も
や
そ
の
親
世

代
に
向
け
た
情
報
や
お
年
寄
り
向

け
の
情
報
な
ど
、
幅
広
く
て
と
て

も
た
め
に
な
り
ま
す
。
水
原
ま
つ

り
の
こ
と
も
載
っ
て
い
ま
し
た

ね
。楽
し
み
で
す
！（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
通
信
で
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
る
様
子
が
載
っ
て
い

ま
し
た
が
、
猛
暑
な
の
に
大
変
そ

う
で
す
ね
。　
　
　

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
間
違
い
探
し
に
は
苦
労
し

ま
し
た
。　
　
　
　

（
70
代
・
女
性
）

№75№75
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N あさみんさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってるっちょ♪

シ
リ
ー
ズ

　

明
治
時
代
の
阿
賀
野
市

阿
賀
野
市
の
戊
辰
戦
争
⑤

　

先
月
号
で
は
、
赤
坂
山
の
戦
闘
と

戦
場
が
会
津
藩
領
に
移
っ
た
経
緯
を

紹
介
し
ま
し
た
。
7
・
8
月
号
で
は
、

戦
場
と
な
っ
た
集
落
の
被
害
状
況
等

も
簡
単
に
記
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
戦
争
直
後
、
戦
場

と
な
っ
た
地
域
が
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
か
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

会
津
藩
境
の
激
戦

　

会
津
軍
は
、
草
水
の
観
音
寺
に
本

営
を
置
き
、
赤
坂
山
を
藩
境
で
の
砦

と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
新
鋭
の

武
器
や
戦
力
に
勝
る
新
政
府
軍
は
こ

れ
を
容
易
に
撃
破
。
会
津
軍
は
、
観

音
寺
や
付
近
の
民
家
に
放
火
し
な
が

ら
、
関
所
の
置
か
れ
た
石
間
に
向

か
っ
て
敗
走
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の

途
中
に
あ
る
小
松
集
落
（
当
時
は
会

津
藩
領
）
も
民
家
の
ほ
と
ん
ど
が
焼

失
し
ま
し
た
。

 

赤
坂
山
の
戦
い
で
、
新
政
府
軍
と

会
津
軍
の
両
軍
合
わ
せ
て
四
十
数
人

の
戦
死
者
が
出
ま
し
た
が
、
20
〜
30

人
は
会
津
軍
の
兵
士
で
し
た
。
そ
の

大
半
は
寺
泊
沖
で
自
沈
し
た
旧
幕
府

輸
送
船
・
順
動
丸
の
船
員
で
あ
り
、

水
原
で
会
津
軍
に
採
用
さ
れ
行
動
を

共
に
し
た
人
た
ち
で
し
た
。

■ 

戦
死
者
の
遺
体

　

新
政
府
軍
は
、
反
抗
勢
力
で
あ
り

「
賊
軍
」
と
し
て
い
た
同
盟
軍
や
会

津
軍
の
戦
死
者
の
遺
体
を
埋
葬
す
る

こ
と
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
に
会
津
城
下
で
起
こ
っ
た
戦
争

で
、
飯
盛
山
で
若
松
城
（
鶴
ヶ
城
）

が
落
城
し
た
と
誤
認
し
自
刃
し
た
白

虎
隊
士
の
遺
体
を
仮
埋
葬
し
た
こ
と

で
さ
え
罪
と
さ
れ
、
埋
葬
し
た
人
は

処
罰
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
戦
場
周
辺
で
は
遺
体

が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
無

残
な
光
景
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
惨
状
を
見
か
ね
た
旧
会
津
藩

士
・
伴ば

ん

百ひ
ゃ
く
え
つ
悦
ら
が
、
埋
葬
の
許
可
を

懇
願
。
し
ば
ら
く
の
間
許
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
翌
年
に
入
り
よ
う
や

く
許
可
が
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

雪
解
け
の
後
、
現
在
の
会
津
若
松
市

内
に
あ
る
阿
弥
陀
寺
と
長
命
寺
に
埋

葬
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
遺
体
の
ほ
と

ん
ど
は
身
元
が
わ
か
ら
ず
、
墓
標
に

は
「
戦
死
墓
」
の
3
文
字
だ
け
記
す

こ
と
が
許
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
坂
山
の
激
戦
が
あ
っ
た
草
水
周

辺
に
放
置
さ
れ
た
多
く
の
遺
体
は
埋

葬
さ
れ
ず
、
阿
賀
野
川
の
崖
か
ら
投

げ
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。
付
近
の
村
人

が
度
重
な
る
労
役
命
令
や
村
を
放
火

さ
れ
た
こ
と
へ
の
怒
り
の
た
め
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

場
所
は
「
盗ぬ

す
っ
と人
捲ま

く

り
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
崖
で
投
げ
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
遺
体
が
下
流
に
流
れ
着
い
た
様

子
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
戦
死
者
の
墓
碑
や
慰
霊
碑

が
少
な
い
の
は
、
こ
の
こ
と
が
原
因

の
1
つ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

■
市
内
に
あ
る
会
津
藩
士
の
墓

　

前
述
の
と
お
り
、
市
内
に
は
戦
死

者
の
墓
碑
や
慰
霊
碑
が
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
戊
辰
戦
争
の

旧
跡
や
言
い
伝
え
は
、
観
音
寺
（
草

水
）
を
は
じ
め
、
光
円
寺
（
堤
）
や

稗
河
原
場
な
ど
に
残
っ
て
お
り
、
今

で
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

会
津
藩
士
の
墓
が
長
楽
寺
（
北
本

町
）
境
内
に
あ
る
水
原
代
官
所
関
係

墓
跡
群
（
阿
賀
野
市
指
定
文
化
財
）

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
墓
石
に
は
「
會
津
佐さ

瀬せ

重し
げ

威た
け

墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
死
し

た
場
所
な
ど
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

側
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
没
年
か
ら
、

水
原
が
戦
場
に
な
る
前
の
北
越
戊
辰

戦
争
初
期
、
小
千
谷
・
長
岡
方
面
に

萱
野
隊
が
参
戦
し
た
際
、
戦
死
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、水
原
や
笹
岡
方
面
、

草
水
・
小
松
な
ど
で
起
こ
っ
た
激
戦

は
、
そ
の
後
の
佐
取
、
津
川
方
面
の

戦
い
を
経
て
会
津
城
下
に
至
り
ま

す
。
新
政
府
軍
は
、
水
原
陣
屋
を
押

さ
え
た
直
後
の
慶
応
4（
１
８
６
８
）

年
7
月
29
日
に
水
原
民
政
局
を
開

設
。
水
原
近
郷
は
新
政
府
の
統
治
下

に
な
り
ま
し
た
。

《
参
考
資
料
》
水
原
町
編
年
史
・
水

原
郷
土
誌
料
・
安
田
町
史
・
北
越
戊

辰
戦
争
「
赤
坂
山
の
古
戦
場
」
他

佐取古戦場碑・戊辰殉難追悼碑佐取古戦場碑・戊辰殉難追悼碑

會津 佐瀬重威墓會津 佐瀬重威墓
（北本町　長楽寺）（北本町　長楽寺）8 月 18 日8 月 18 日

出湯盆踊り出湯盆踊り

★ 今月のイベント参加予定だっちょ！

　1日（土）は「RUN伴
とも

2018」、23 日（日）は「阿
賀野市民交流まつり」、30 日（日）は「昭和の
乗り物大集合 in 阿賀野」に参加する予定だよ。
みんな、ごずっちょに会いにきてっちょ！

★ ゆるキャラグランプリにエントリー
中だっちょ！

　ゆるキャラグランプリにエントリー中だよ。
ごずっちょに力を貸してほしいっちょ！
　下のＱＲコードから、ごずっちょに 1日 1票
お願いするっちょ !

投票はコチラ→
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ま
で
多
く
の
先
輩
や
地
域
の
人
に
協
力

し
て
も
ら
い
な
が
ら
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、「
手
伝
っ

て
ほ
し
い
」
と
言
え
る
関
係
が
あ
っ
て

こ
そ
で
す
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

以
外
の
人
と
も
、「
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」

と
言
い
合
え
る
関
係
づ
く
り
を
築
い
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
肩
ひ
じ
を
張
ら
ず
、
自
分
た
ち
の

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
た
ち

が
楽
し
く
な
け
れ
ば
、
何
も
始
ま
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
の
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
は
約
30
人
。
で

き
る
と
き
に
で
き
る
人
が
活

動
を
行
う
と
い
う
考
え
の
も

と
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
、

そ
し
て
誰
と
で
も
気
軽
に
あ

い
さ
つ
を
交
わ
せ
る
心
地
の

良
い
町
に
な
れ
ば
と
活
動
し

て
い
ま
す
。

◎
活
動
に
当
た
っ
て

　

平
成
14
〜
23
年
ま
で
「
収
穫
祭
」
と

題
し
、
天
朝
山
な
ど
を
会
場
に
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
だ
ん
ご
ま
き
」
や
「
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」

な
ど
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
金
は
、

五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
で
子
ど
も
た

ち
が
沢
登
り
を
す
る
と
き
に
使
用
す
る

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
、
野
鳥
看
板
の

た
め
に
使
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
保
有
し
て
い
る
機
材
を
利

用
し
て
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
参
加
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
介
護
保
険

施
設
や
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
は
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

に
い
が
た
」
の
食
品
提
供
登
録
団
体
と

な
り
、
食
品
の
募
集
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

会
員
一
人
一
人
の
力
は
、
決
し
て
大

き
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
少
し
ず
つ
出
し
合
え
ば
、
何
か
が
で

き
る
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、
形
の
悪
さ

や
売
れ
残
り
な
ど
で
廃
棄
さ
れ
る
食
品

を
企
業
等
か
ら
受
け
取
り
、
そ
れ
を
食

べ
物
に
困
っ
て
い
る
人
に
届
け
る
活
動

を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
と
い
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
こ
の
活
動
を
継
続
的
に
行

い
、
今
年
4
月
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
た
「
粋す

い

虎こ

卯う

会
」
を
紹
介
し

ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　

中
学
校
の
同
期
会
を
機
に
、
地
元
に

残
っ
て
い
る
人
た
ち
で
頻
繁
に
集
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
阿
賀
野
市
で
生

ま
れ
、
よ
く
遊
び
、
時
折
悪
さ
を
し
、

近
所
の
人
に
叱
ら
れ
、
そ
れ
で
も
た
く

さ
ん
面
倒
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
大
人

に
な
っ
た
。
年
齢
を
重
ね
、
子
の
親
と

な
り
、
曲
り
な
り
に
も
子
育
て
を
し
、

そ
の
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
て
一
段
落

し
た
と
き
、
湧
い
て
き
た
の
が
故
郷
へ

の
恩
返
し
の
気
持
ち
で
し
た
。
自
分
た

ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
絶
対
あ
る
は
ず

と
の
思
い
で
、
平
成
13
年
、「
と
ら
年
」

と
「
う
さ
ぎ
年
」
の
同
期
生
を
中
心
に

こ
の
会
を
結
成
。
こ
の
干
支
が
会
の
名

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０

盆
が
え
り

　

こ
の
と
こ
ろ
朝
晩
め
っ
き
り
秋
め

い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏

は
と
に
か
く
暑
く
、
そ
の
暑
さ
も
半

端
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

気
象
庁
は
、
季
節
を
、
春
は
3
〜

5
月
、
夏
は
6
〜
8
月
、
秋
は
9

〜
11
月
、
冬
は
12
〜
2
月
と
公
式
に

定
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
方
、
暦

の
上
（
二
十
四
節
気
）
で
は
春
は
立

春
（
2
月
4
日
）
以
降
、

夏
は
立
夏
（
5
月
7
日
）

以
降
、
秋
は
立
秋
（
8

月
7
日
）
以
降
、
冬
は

立
冬
（
11
月
7
日
）
以

降
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

我
々
の
生
活
実
態
、
感

覚
と
は
だ
い
ぶ
ズ
レ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
言

わ
れ
る
立
春
が
寒
さ
の

ピ
ー
ク
、
立
秋
が
暑
さ

の
ピ
ー
ク
の
方
が
や
や

合
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

8
月
は
お
盆
の
月
で
も
あ
り
ま

す
。
里
帰
り
し
た
人
は
家
族
や
友
人

と
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
い
い

機
会
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

気
持
ち
は
開
放
的
に
な
り
、
適
度
な

お
酒
は
す
ぐ
汗
に
な
り
、
時
を
忘
れ
、

話
が
弾
み
、
数
日
間
を
楽
し
く
過
ご

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ

り
」
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
作
詞
・

作
曲
し
た
小
椋
佳
さ
ん
が
昭
和
51
年

に
歌
っ
た
「
盆
が
え
り
」
を
ご
存
知

で
す
か
。
特
徴
の
あ
る
歌
声
、
メ
ロ

デ
ィ
の
響
き
は
、
ど
こ
と
な
く
郷
愁

を
誘
い
ま
す
。「
君
が
着
た
花
が
す

り
、
君
が
舞
う
花
ま
つ
り
、
ひ
と
と

き
を
故
郷
の
ふ
と
こ
ろ
に
遊
ぶ
、
明

日
に
は
村
は
な
れ
、
汽
車
に
乗
り
村

わ
す
れ
、
一
年
を
忙
し
く
過
ご
す
の

は
何
故
、
汽
車
に
乗
れ
ば
故
郷
の
手

土
産
の
一
輪
の
花
の
色
あ
せ
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
」

　

こ
の
曲
は
、
お
盆
で
、

ふ
る
さ
と
に
戻
り
都
会
暮

ら
し
の
疲
れ
を
癒
し
再
び

都
会
に
戻
る
心
境
を
歌
っ

て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
会
へ
の
憧
れ
や
、

志
を
も
っ
て
ふ
る
さ
と
を

後
に
し
た
人
に
と
っ
て
、

お
盆
は
気
付
か
な
か
っ
た

ふ
る
さ
と
の
良
さ
や
、
魅

力
を
知
る
絶
好
の
機
会
に

な
り
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
東
京
一
極
集
中
、
地

方
の
人
口
減
少
。
何
ら
か
の
手
を
打

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
漫
然

と
し
た
現
状
対
応
で
は
今
の
ス
ピ
ー

ド
に
追
い
付
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
人
生
は
偶
然
の
積
み
重
ね
。「
ふ

る
さ
と
を
後
に
し
た
人
が
、
帰
っ
て

き
た
く
な
る
ま
ち
を
提
供
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
つ
く
づ
く

考
え
さ
せ
ら
れ
た
お
盆
で
し
た
。

田
中
清
善

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

粋
虎
卯
会

粋
虎
卯
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【材料】（4人分）

ほうれん草………………………100g

玉ねぎ………………………………40g

えのきだけ…………………………40g

ベーコン……………………………30g

水………………………………3カップ

鶏がらだし…………………………8g

おろししょうが………………小さじ 2

こしょう…………………………少々

★ 8月号の正解は次のとおりです★ ☆応募の方法など☆

★ 8月号の当選者

・・P.N パールホワイトさん　・・五十嵐牧衛さん

・・P.N お刺みもりもりさん　・・P.N ばあこさん

・・P.N 白髪のおじさんさん　・・P.N イッシーさん　

・・P.N 白マグ黄マグ赤まぐろさん　・・加藤光さん　

・・P.N くまくまんさん　・・P.N チョロミーさん

《応募総数 19 通　19 通正解》

　上の 2つの写真で、5か所だけ違う所があります。

クイズの答えと広報紙への感想や意見を書いて、郵

便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、は

がきや電子メール、ＦＡＸで 9月 13 日（木）必着

で応募してください。電子メールの場合は、件名を

「広報クイズ」としてください。当選者の発表をペン

ネームで希望する人は、その旨をお書きください（氏

名も必ず書いてください）。正解者の中から抽選で

10 人にごずっちょグッズをプレゼントします。

応募先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付け

ると簡単です。ホー

ムページにも応募用

紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などを

お書きください。

　間違いの所をペンで囲み、携帯電話やスマートフォ

ンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応募し

ても OKです。感想・意見を忘れずに !

紙面紙面

　7月 29 日に行われた、ふるさとだしの風まつりオープニングセレモニーの様子です。安田中学校

の吹奏楽部の演奏が晴天の空に響き渡りました。※左側が実際の写真です。

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

【作り方】

①ほうれん草は固めにゆで、3cm に切る。

　玉ねぎは薄くスライスする。えのきだ

　けは、石づきを切り落とし、半分に切

　る。ベーコンは千切りにする。

②鍋に水と鶏がらだしを入れて火にかけ、

　沸騰したらＡを入れる。

③火が通ったら、おろししょうが、ほう

　れん草を加えてひと煮たちさせ、こしょ

　うで味を整える。

あなたに挑戦

「写真クイズ」

クックパッド　阿賀野市 検索

ピンバッチ＆
ごずっちょシール

しょうがで代謝が良くなり、食欲増進！　冷え症の人や風邪をひい

た人にもおすすめのレシピです。

ほうれん草とベーコンのジンジャースープ
　（45kcal　塩分 1.1 ｇ )

＆ッチ＆＆＆ッチ＆＆＆チ＆＆チ＆

A

★今月のプレゼント★★今月のプレゼント★
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　「はんちゃん」は、いないないばぁが とっても じょうず。は

しらのかげにかくれて みんなをびっくりさせちゃうよ！ おにい

ちゃんの「いおりくん」が いっしょに あるくれんしゅうをして

くれたから さいきん あるけるようになったよ。たまに けんかも

するけど、 とっても なかよしなんだー。

【人の動き】 人口 42,749 人（－ 21） 男 20,687 人（－ 9） 女 22,062 人（－ 12） 世帯数 14,383（－ 15)

平成 30 年 8 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 29 人・死亡 38 人・転入 62 人・転出 74 人

　7月 30 日から 8月 10 日にかけて、阿賀野

高校の 2年生 8人が、インターンシップで市

役所を訪れました。インターンシップとは、

学生が企業などで自分の将来に関連のある職

業体験を行う制度です。

杉本 絆
は ん な

名ちゃん（1歳 4か月）／下条（パパ康文さん・ママ亜子さん）

　わたしの名前は「ベリー」。

8歳のミニチュアダックスフ

ントよ。お出かけも寝るとき

も、家族のみんなといつも一

緒なの！「甘えん坊」って？

いえいえ、まだ小さい「新
あらた

くん」のお

世話もしてあげるのよ。

　お散歩よりは、家でのんびりするの

が好き。大好きな家族とおうちで食べ

たとうもろこしは、夏の思い出よ。

　8月 10日、県営湛水防除事業安野川地区安全

推進協議会の会員 36人が百津地内で清掃活動

を行いました。この取り組みは、工事現場周辺

の環境を良好にしようと毎年実施されているも

ので、周辺住民から大変喜ばれています。

五十嵐亮一さん（上高田）宅の「ベリー」ちゃん

右：右：惟惟
い お りい お り

央央俐俐くん（5歳）くん（5歳）




